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本町は、黒潮洗う日向灘に近く、温暖な気候は日南山塊を育み、その山や海の恵み

に私たちの生活はずっと支えられてきました。

今以上に温暖であったとされる縄文時代の遺跡が町内には多数所在しますが、その

中のひとつである須田木遺跡の発掘調査を行いました。

須田木遺跡の調査については、限られた時間のなかでいかに調査を行うかという大

きな課題を抱えて開始されました。考えられうる手法について検討を加え、町及び町

議会の理解とご協力を頂き、さらに県教育委員会からは調査員の派遣という多大なご

支援を受けて調査を無事終了することができました。

調査に於いて、縄文時代の早期から平安時代にかけての人々の生活の跡が確認され

ました。特に縄文時代に位置付けられる集石遺構に関しては172基 もの数に上り、全

国最大級の大きさのものも確認されるという成果を得ることが出来ました。

この度、その須田木遺跡の発掘調査報告書を刊行する運びとなりました。ご協力頂

いた関係各位に御礼を申し上げるともに、この報告書が歴史研究、特に全国的に注目

を受けている南九州の早期縄文文化研究の一助となることを期待します。

平成16年 3月

清武町教育委員会

教育長 湯 地 敏 郎



例   言

1。 本書は、清武町第 2工業団地造成工事に伴う、須田木遺跡の発掘調査報告書である。

2.調査は清武町教育委員会が主体となり、宮崎県文化課、宮崎県埋蔵文化財センターより調査

員の派遣を受けて行った。

3.本書の遺構実測は面高哲郎・石川悦雄・永友良典・菅付和樹 。吉本正典・鳥原孝仙・山田洋

一郎・小山博

が行った。また集石遺構の平面図作成には

写真解析図化機を用いた。

4.遺物 0図面の整理は清武町埋蔵文化財センターにて、伊東但・井田篤・秋成雅博 。冨田卓見 0

鈴木資子・河野雅人・若杉知和

が行った。

5。 本書に撮影した遺構写真は永友・吉本・鳥原・山田・小山 0伊東が行った。

6.本書に撮影した遺物写真は秋成・冨田が撮影を行った。

7.本書に使用した記号は以下のとおりである。

SA:竪 穴住居跡 SI:集 石遺構 SC:土 坑 SE:溝 状遺構 SX:不 明遺構
8。 本書に使用した土器の実測図の断面は須恵器を黒塗りにそれ以外のものは自抜きとした。

9。 本書に使用した方位は第 4040057図は真北で、その他の図面は磁北である。また、レベル

は海抜絶対高である。

10.本書の作成にあたって以下の方々から貴重なご指導とご助言をいただきました。記して感謝

申し上げます。 (敬称略)

永友良典 (宮崎県立総合博物館)、 松本茂・藤木聡 0今塩屋毅行・高木祐志 (宮崎県埋蔵文

化財センター)、 森田浩史・金丸武司(田野町教育委員会)、 島田正浩 0廣田晶子(高岡町教育

委員会)、 梅木謙一 (松山市生涯学習振興財団)

11.本書の執筆 0編集は秋成・伊東が行い、各分担は目次に示している。

12.本書にかかる遺物・写真・図面等の資料は清武町埋蔵文化財センターに収蔵・保管している。
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第 1節 調査に至る経緯

第 1章 はじめに

平成 8年初旬、清武町内において第 2工業団地造成の計画が急速浮上し、当該計画地内に周知の埋

蔵文化財包蔵地須田木遺跡が所在していたことから清武町教育委員会ではその取り扱いについて事業

主体である清武町土地開発公社との協議を開始した。

造成工事は14haに及ぶ範囲において行われ、須田木遺跡の所在する丘陵を大規模に削平するという

もので、町教育委員会は急速、遺跡の範囲や性格の把握のため平成 8年 4月 24・ 25日 の期間で16ヶ

所の トレンチを設定して試掘調査を実施した。その結果、畑の耕作や削平などによリー部影響を受け

ているものの約13000だの範囲において縄文時代早期を中心とした遺跡の存在が確認された。

この結果を受けて、遺跡の保存についての協議が重ねられたが、事業計画自体に変更の余地は無く、

発掘調査を行って記録保存とする事となった。

第 2節 調査の経過と組織
工業団地造成計画は誘致の関係から完成期限が設けられており、さらに用地の買収や開発にかかる

関係法許認可の見通し後の発掘調査開始という制約から十分な調査期間の確保は見込めない状況にあっ

た。

また町教育委員会の調査体制も他に 3遺跡約21000だの調査が当年度すでに計画されており、それ

までの 1名体制から新たに 1名の調査員を確保してこれに対応するところであった為、新たな調査に

対応する余力も無かった。

このため、県文化課に調査員の派遣を御願いしたところ、山積する業務の調整をおこなって、常時

4名、延べ 9名の調査員を派遣していただける事となった。

調査組織は以下のとおりである。

調査主体

清武町教育委員会

教育長         黒崎 改司

教育次長        谷口 忠誓

社会教育課長      戸高 輝利

課長補佐兼文化係長   落合 兼雄

文化係主任       川越  健 (庶務担当)

文化係主任       伊東  但

嘱   託       井田  篤

調査担当

宮崎県教育庁文化課
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調査第 1係主事

須田木遺跡は、県央宮崎平野の南部、清武町大字加納字須田木に所在し、清武川左岸に沿って清武

町を東西に分断する丘陵の町域最東端部に位置する。海岸線までの距離は約4.5kmで ある。

丘陵は多数の谷により枝分かれし、それぞれの丘陵上の平坦部には遺跡が確認されている。須田木

遺跡の谷を挟んだ南側の丘陵上には昭和54年 に調査され、縄文時代早期の土器群や石器が多数出土し

た辻遺跡と若宮田遺跡が所在し、宮崎市との市町境を越えてさらに東に延びる丘陵内約 2 kmの 距離に

は県内では貴重な資料である古代の須恵器窯、松ヶ迫窯跡が所在する。また清武川が形成した沖積平

野を挟んだ対岸には宮崎学園都市遺跡群の所在した熊野台地を望むことができる。

須田木遺跡の立地する丘陵先端部も東から中央に谷が切り込み、遺跡の東半分は二肢に分かれてい

て、遺跡全体はちょうど東に足を向けたズボンのような形状となっている。遺跡内はほぼ平坦で標高

は約50m、 周囲の低地との比高差は約30mで、眺望が開け太平洋を望むことができる。

遺跡の東側は一旦丘陵が低くなっており、江戸時代前期 (寛永17年)に恒久、赤江方面の農業用水

路として開削された松井用水路が横断している。現在、偉人として顕彰されている松井五郎兵衛儀長

が命を掛けて行ったこの事業の難所がちょうど遺跡の東裾部分で「須田木の岡」と記録されている。

また遺跡は幕藩期の飲肥藩清武郷の中心で、武家屋敷が軒を連ねた中野地区から連続する丘陵上に

位置し、藩士の馬や鉄砲などの調練場であったと伝えられる場所であったが、それを裏付けるように

球形の鉛弾が数個出土している。

第 4節 調査の概要と基本層序
数度に渡る協議の結果、調査期間は 9月 初めから11月 末日までの約 3ヶ 月間という大変厳しいもの

となった。これに対処すべく4名 の調査員に80名の作業員という体制のほか、記録作業の効率化のた

め光波測距機とコンピューターを利用した遺跡測量システムを新たに導入して平成 8年 9月 2日 から

調査を開始した。

調査区の基本層序は耕作土直下に黒色土、その下位に所謂二次アカ層、さらにアカホヤ層、暗褐色

硬質土層、茶褐色土層、暗褐色硬質土層、明黄白色粘質土層、礫層と続くものであった。同じ丘陵の

上流部に所在する船引地区遺跡群の基本層序と比べて、二次アカによる要因かアカホヤ層が明瞭でな

く、アカホヤ層直下層も黒味が弱いため、全体的に色相変化の乏しい感覚を受けるものであった。

石川 悦雄

永友 良典

菅付 和樹

柳田 宏一

吉本 正典

鳥原 孝仙

山田洋一郎

小山  博

第 3節 地理的・歴史的環境
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1.須 田 木 遺 跡
6.槍 ノ内第2遺跡
]].中 ノ尾第 1遺跡

16.下 猪 ノ原遺跡

21.福 神屋敷遺 跡

2.若 宮 田 遺 跡
7.槍ノ内第 1遺跡
12.清 武 城 跡

17.園 田 遺 跡
22.岡 ノ屋敷遺 跡

3.辻  遺  跡
8.古 陣 遺 跡
13.不 動 迫 遺 跡

18.長 嶺 遺 跡

4.菖 蒲 迫 遺 跡
9.傘 松 遺 跡
14.札 立 第 1遺 跡
19.ぎこょもん屋敷遺跡

5.中 原 遺 跡
10.中 ノ尾第2遺跡
15.札 立 第 2遺 跡
20.町 ノ 前 遺 跡

第 1図 須田木遺跡位置図 (S=1/25000)
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須田木遺跡

第 2図 須田木遺跡周辺地形図 (S=1/5000)
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また、下層の礫層は船引地区遺跡群では見

られず、近辺では中野地区や本遺跡の約 l km

上流部で清武川と合流する水無川両岸に見ら

れるもので、水無川右岸の丘陵上ではこの礫

層の下層からAT層が確認されている。

須田木遺跡の現状は畑地で、調査はこの耕

作土の除去から開始したが、平坦に見られた

調査区は元来起伏があったようで、二次アカ

ホヤ層から残存していたのは北西部と中央の

谷の延長部に限られ、他は耕作土直下にアカ

ホヤ層下位の層が露出し、集石遺構や焼石が

多数散乱する状況であった。

このため定石どおリアカホヤ層上層の調査

から進める事とし、二次アカホヤ層を下げな

がら遺物の取り上げをおこない、アカホヤ層

を遺構確認面として精査をおこなった。この

結果弥生時代の竪穴式住居跡 5軒と土坑22基。

歴史時代の竪穴式住居跡 1軒と土坑 4基。縄

文時代後期の土坑 1基外時期不明の土坑 4基

を検出した。

この後、順次調査をアカホヤ層下位に移し

たが、日を増して検出される集石遺構の数が

増加し、最終的に172基 という全国最多規模

第 3図 須田木遺跡
基本土層模式図 (S=1/30)

縄文前期以降の

遺構検出面

縄文早期
遺構 。遺物検出層

X 礫

の検出数となった。

予想外の集石遺構数からその記録作業が調査の進行を圧迫する状況となる中、大半の集石遺構が未記

録のまま調査期限が迫り、新たな対策と調査期間の延長の協議が開始された。調査期間については延長

となり、集石遺構の記録については新たに航空写真解析図化機を購入して写真測量で対応する事となっ

た。

具体的な記録方法については調査員間で協議を重ね、平面図については公式レンズデータのある航測

カメラ (ハ ッセルブラッドMkW)を使用して、 3mの高度から80%ラ ップを基準に 1モデル撮影とし

て作図することとし、このため出来る限り下部の石を露出させる必要から発電機と掃除機を導入して礫

間の埋積土を除去する事とした。断面図については基本的に 1方向作成とし、内部礫の半裁をおこなっ

て礫の充填状況を写真で記録して見通し図に替え、内部礫及び掘り込みの断面のみ手実測で作図する事

とした。完掘を行い、配石がある場合は掘り込みと共に作図する事とした。

これにより当初期限後手付かずであった約120基の集石遺構の記録作業を進め、平成 9年 2月 20日 を

もってすべての調査を終了した。

層

I耕  作  土

Ⅱ 黒  色  土

二 次 ア カ 層

Ⅳ アカホヤ大山灰層

V暗 褐 色 硬 質 土

Ⅵ 茶 褐 色 土

Ⅶ 暗 褐 色 硬 質 土

Ⅷ 茶 褐 色 土

Ⅸ 明 白 色 粘 質 土
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第 2章 古代の調査

第 1節 竪穴住居について
■SA-1(第 5～ 11図 。表 1～ 3)
SA-1は 3.9m× 4.lmの不整形な方形プランを呈し、検出面からの深さは0。 3mを測る。北東側に

煙道を持つ竃を付設する。煙道の長さは0.3mで先端部の深さは0.5mを測る。柱穴は床面より4本検

出された。柱穴の規模は四本とも径0.15m程度で深さは床面より0.lm程度のものであった。

床面及び埋土中からは多量の土師器片・須恵器片が出土し、また石器 。軽石 0鉄器などが数点出土

している。住居址自体の残存状況はあまり良好ではなく南側の立ち上がりや竃付近に撹乱をうける。

また、床面中央部には焼土および炭化物の分布が見られた。

また、中央のやや東側にSA-1と は切り合い関係が把握できていないが、土坑 (SC-50)が 存在

する。このSC-50は この住居址に付設する施設ではないと考えられる。

SA-1の 出土遺物についてはSC-50と の切り合い関係を把握できていないまま遺物を取り上げた

ので、遺物の平面分布上SC-50に かからなかった遺物をSA-1の出土遺物として報告を行う。
1～44は杯の回縁部片である。34040の ように稜線を明瞭に残すものもある。30039041は 内面

に丹塗りが見られる。44は焼けひずんでいるが内外面にヘラ記号が見られる。45～ 52は杯の底部片

である。全てヘラ切り後ナデ調整を行う。53～ 58は杯の破片である。54～ 58は図面上ではほぼ完形

になる資料で、体部は全て直線的である。また底部は全てヘラ切り後ナデ調整を行う。59。 60は高台

付き椀の底部片である。60は不明瞭であるが内面に丹塗りを施した痕跡がみられる。61～ 63は椀の

回縁部片である。64065068069は皿の回縁部片である。66は皿の底部である。67・ 70は図面上で

はほぼ完形になる皿の破片である。71は鉢の回縁部片である。二次的な焼成をうけたためか外面は剥

落が著しく、色調の変わる部分もある。72は鉢の底部片である。底部はヘラ切り後ナデ調整を施し、

煤が付着している。73は図面上ではほぼ完形になる鉢の破片である。内外面ともに胴部下半～底部は

ミガキ調整を施している。74～ 82は甕の口縁部片である。83084は甕の日縁部～頸部片である。85

～96までは甕の胴部片である。85～ 87は叩き調整を行わないもの、88は内面に平行線状の当て具痕

を残すもの、89～ 93は外面に叩き調整を施すもの、94～ 96は外面に叩き調整、内面に当て具痕を残

すものである。97098は甕の回縁部～胴部上半部まで復元できる破片である。97は外面が煤で覆わ

れている。98は内面に削りの痕跡を著しく残している。99は甕の破片である。二つの破片で接合はし

なかったが同一個体と思われ、図面上では完形に復元できる。100～ 115は布痕土器の回縁部片 。胴

部片である。116～ 118は布痕土器の破片で図面上ではほぼ完形に復元できる。10101040106・ 114

0116は二次的な焼成のためか風化・赤化が著しい。

119～ 131までは須恵器である。119・ 120は杯の回縁部片である。121～ 123は鉢の底部である。

124は甕の口縁部である。125は大甕の頸部で、焼けひずんでいる。126～ 128は大甕の胴部片である。

いずれも内面に放射状の当て具痕、外面に格子状の叩き目を残す。また,外面に自然釉が付着する。

129は壺の頸部～底部片である。欠損が著しいが鍔付きで、少なくとも二個以上耳がついていたであ

ろう。焼成時にひび割れを起こし、内面に自然釉が付着している。また、焼けひずみも著しい。外面
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※柱穴・撹乱等は省略

番号のない白抜きは土坑を示す
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第 4図 アカホヤ層上面遺構配置図 (S=1/500)
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第 6図 SA-1出土遺物実測図② (S=1/3)
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第 8図 SA-1出土遺物実測図④ (S=1/3)

-11-



第9図 SA-1出土遺物実測図⑤ (S=1/3)

の胴下半部は叩き調整の後削りを行い、上半部は叩き調整の後横ナデを施す。1300131は壺の底部

である。130は内面に窯の壁体が付着している。
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130

129復元実測図 (S=1/5)

9              10pm

(S=1/3,2/3,1/2)

131

第10図 SA-1出土遺物実測図⑥
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第11図 SA-1出土遺物実測図⑦ (S=1/2)

0                    10cm

132は土製の紡錘車である。 a面にはヘラ切りの痕跡が b面にはナデの痕跡が明確に見られる。

133～ 136は右器である。いずれも焼けており赤化している。この住居址に伴うものであるかは不明

である。1330134は 敲石である。いずれも柱状の砂岩礫の端部・側面を使用する。135は砂岩礫の台石

である片面は打痕が著しく、反対の面は石皿として使用されたようである。136は砂岩製の凹み石であ

る。

第 2節 土坑について
■SC-50(第 12図・表 3・ 4)
前述したが、SA-1と の前後関係は不明であり、SA-1の中央のやや東側に位置する。径約0.85m

の不整円形プランを呈し、SA-1の床面より0.25m深いところに床面をもつ。埋土中からは二次的に

焼けたような土師器片・須恵器片が多量に出土した。また床面にも焼土が確認された。

前述の理由により、SA-1の遺物の平面分布の中で本遺構の上に分布があった遺物をSC-50の 出土

遺物として報告する。

137～ 170は土師器である。137～ 147は杯の口縁部片である。145は不明瞭であるが内黒の黒色土器

片で、146e147に は内面に丹塗りが施されている。148・ 149は杯の底部である。両者ともヘラ切り後

ナデ調整が行われている。149は体部の稜線が明瞭で、ヘラ記号が見られる。150～ 155まで杯の破片で

あるが、図面上は完形に復元できる。いずれも底部はヘラ切り後ナデ調整を行う。155は焼けひずんで

いる。156・ 157は高台杯の椀の破片である。図面上では完形となる。1580159は椀の回縁部片である。
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第13図 SC-50出土遺物実測図② (S=1/3)

1600161は 皿の日縁部片である。162は皿である。163は皿の底部でヘラ切り後ナデ調整が行われてい

る。164～ 166は甕の日縁部片である。167～ 169は甕の胴部片である。167は内外面にナデ調整、169

は外面に叩き、168は外面に叩き調整を、内面は当て具痕をナデ消している。170は完形の甕である。

内面は放射状の当て具痕の後ナデ調整を行っている。

171～ 175は布痕土器である。171～ 173は 回縁部片で1740175は底部である。1720175は二次的な

焼成のためかかなり赤化している。
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1760177は須恵器である。176は壺の回縁部片で自然釉が内外面に付着している。177は壺の底部片

である。

■SC-5(第 14図・表 104)
4.26m× 1.56mの 不整長楕円形プランを呈する。検出面からの床面の深さは0.37mを測る。埋土中

からは土師器片・須恵器片・土錘・石器・鉄滓が出土した。また炭化物が多量に検出された。

178は杯の日縁部片である。179は二重回縁壺の日縁部片である。外面には自然釉の付着が、内面

には窯の壁体の付着が見られる。180は杯の底部片である。181・ 182は管状土錘である。181は中央

部に最大径がみられる。

183は打製石鏃である。184は磨製石器片である。頁岩製で全ての面に研磨痕がみられる。185はス

クレイパーである。チャー ト製で背面右側縁側に刃部を形成する。183～ 185は流れ込みによるもの

であろう。

■SC-6(第 14図・表 4)
1.05m× 0。 85mの不整円形プランを呈する。検出面からの床面の深さは0.6mを測る。埋土中から

は土師器片・炭化物が出土した。また、床面には炭化物が密集して堆積していた。

186・ 187は甕の回縁部片である。188は杯の回縁部～体部片である。189は甕の回縁部～体部片で

ある。

■SC-7(第 14図・表 4)
1.4m× 0。66mの不整楕円形プランを呈する。検出面からの床面の深さは0。 2mを測る。床面付近よ

り土師器杯の完存品が出土している。他にも埋土中から土師器片が出土した。

190は完存の杯である。底部外面はヘラ切り後ナデ調整を施す。二次的な焼成を受けているのか、

部分的に変色している。191は甕の回縁部～体部片である。
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第 3節 包含層出土の古代の遺物について
第 3層から古代に該当すると考えられる遺物が多量に出土したのでここでまとめて報告する。

(第 15～ 17図・表 4)

192～236は土師器である。192～207は杯の口縁部～体部片である。200は 内面に煤の付着してい

る。また二次的な焼成を受けたのか、日唇部に変色している部分が見られる。201は外面に煤の付着

が見られる。202・ 205は不明瞭ではあるが内面に丹塗りの痕跡が見られる。208は完形の杯である。

209・ 210は 図面上では完形になりえる杯の破片である。209は体部に明瞭に稜線を残す。211～ 217

は杯の底部片である。213は底部に穿孔の痕跡がみられる。215は不明瞭ではあるが内面に丹塗 りの

痕跡が見られる。2100211・ 216の 底部外面はヘラ切りで、その痕跡が明確に確認される。2080

209・ 212～ 215・ 217の底部外面はヘラ切りの痕跡が不明瞭であり、ヘラ切り後ナデ調整を施してい

ると考えられる。218は丹塗り磨研の高杯の破片である。杯部と脚部の二つの破片で接合はしなかっ

たが同一個体と思われ、図面上では杯部と脚部の復元は可能である。杯部には縦方向の暗文が施され

ており、突帯が 1条めく
゛
る。脚部には不明瞭ながら縦方向に稜線が走り、鈍い八角形を呈するようで

あるが、破片のため正確には断面形状は不明である。この資料については破片であり、全体の形状・

模様などが正確に把握できなかったため、古代の土器と一緒にここに紹介したが、暗文は北部九州の

弥生土器である須玖式に施されているものと似ており、弥生土器の可能性も考えられる。219・ 220

は高台付椀の底部片である。底部外面はナデ調整である。221～ 223は皿の口縁部片である。2240

225は図面上で復元できる皿の破片である。224の底部外面はヘラ切り後ナデ調整を施している。225

の底部外面はヘラ切りである。226～ 231は甕の口縁部片である。230・ 231の内面には横方向の刷毛

目の痕跡が明瞭に確認できる。232は甕の胴部片である。内外面共に叩きの痕跡が明瞭に確認できる。

233・ 234は鉢の回縁部～胴部片である。両者共に内面に横方向の削りの痕跡を著しく残している。235

0236は土師器の底部片である。器種は鉢であろうか。両者共に底部外面はヘラ切り後ナデ調整を行っ

ている。

237は黒色土器A類の底部片である。破片のため器種の決定が困難ではあるが盤と思われる。

238ん 245は須恵器である。238・ 239は甕の頸部～胴部片である。238は外面に格子状の叩き目を

施す。239は内面に同心円文の当て具痕・外面に平行線状の叩き目を施す。240～ 242は甕の胴部片

である。 3者 とも外面には格子状の叩き目を施す。内面については、240は放射状の当て具痕を残す。

2410242は 放射状の当て具痕をナデ調整により消している。243は壺の日縁部片である。244は壺

の胴部片である。245は壺の胴部～底部片である。底部付近は削り、その上部にはナデ調整が施さ

れている。

246～249は管状土錘である。
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表 1 古代遺構内出土石器計測表
番号 器 種 出土地点 長 さ (cm) 幅 (cm) 厚さ (cm) 重 さ 石  材 備 考

敲 石 SA-1 10.25 239.4 砂岩

敲石 SA-1 11.8 165 99.7 砂岩

台 石 SA-1 18.8 245 2520 砂岩 片面は石皿 として使用

凹み石 SA-1 308.1 砂岩
打 製 石 鏃 SC-5 1.2 0.25 0.5 チャート
磨製石器破片 SC-5 3.2 頁岩

スクレイパー SC-5 0.65 手 ャ ー ト
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表2 古代土器観察表①
番号 種類・器種 残存部位 ‖十HI占 口径 一品 外面の調整・文様 内面の調整 。文様 外面の色調 内面の色調 備 考

1 土師器杯 口縁部片 SAl 横ナデ 横ナデ 橙 橙

土師器杯 口縁 部片 SAl 横ナデ 横ナデ にぶ い黄橙 にぶい橙
土師器杯 口縁部片 SAl 横ナデ 横ナデ 橙 にぶい黄橙

土師器杯 日縁部 片 SAl 横ナデ 横 ナデ 橙 橙
5 土師器杯 日縁部片 SAl 横ナデ 横ナデ 橙 橙

6 土師器杯 口縁部片 SAl 横ナデ 縮 ナデ 橙 橙
7 土師器杯 口縁部片 Sへ 1 横ナデ trtナデ にぶい黄橙 橙

土師器杯 口縁 部 片 SAl 横ナデ 横ナデ 橙 橙

土師器杯 口縁部 片 Sへ 1 横ナデ 8Ftナデ 橙 橙

土師器杯 口縁部片 鉄 1 横ナデ 横ナデ にぶい黄橙 橙

土師器杯 口縁 部片 SAl 横ナデ 横ナデ 橙 橙

土師器杯 口縁 部 片 SAl 横ナデ 横ナデ 橙 橙

土師器杯 口縁 部 片 鉢 1 横ナデ 横ナデ 橙 橙

土師器杯 口縁部片 SAl 横ナデ 横ナデ にぶい橙 にぶい黄橙
土師器杯 口縁部片 SAl 横ナデ 横ナデ にぶい橙 にぶ い橙

土師器杯 口縁部片 SAl 横ナデ 横ナデ 橙 橙
土師器杯 口縁部片 SAl 横ナデ 横ナデ にぶい褐 にぶ い褐 ス ス付着

土師器杯 口縁部片 SAl 横ナデ 横ナデ にぶい黄橙 にぶい黄橙
土師器 口縁部片 SAl 横ナデ 横ナデ 淡橙 淡橙

土師器杯 口縁部片 SAl 横ナデ 横ナデ 橙 橙

土師器杯 口縁部片 鉄 1 横ナデ 横ナデ にぶい橙 にぶい橙
土師器杯 口縁部片 SAl 横ナデ 横ナデ にぶい橙 橙

土師器杯 口縁部片 鉛 1 横ナデ 横ナデ 橙 橙
土師器杯 口縁部片 SAl 横ナデ 横ナデ 橙 橙

土師器杯 口縁部片 SAl 横ナデ 横ナデ 橙 にぶい黄橙
土師器杯 口縁部 片 SAl 横ナデ 横 ナ デ にぶい黄橙 にぶい黄褐
土師器杯 口縁部 片 SAl 横ナデ 横ナデ 橙 橙
土師器杯 口縁部片 SAl 横ナデ 横ナデ 橙 にぶい黄橙
土師器杯 日縁部 片 SAl 横ナデ 横ナデ にぶい橙 にぶい褐 スス付着
土師器杯 口縁部片 SAl 横ナデ 横ナデ 橙 明赤褐 内面に丹塗り
土師器杯 口縁部片 SAl 横ナデ 横ナデ 橙 橙

土師器杯 口縁部 片 3へ 1 横ナデ 横ナデ 橙 橙

土師器杯 口縁部片 Sソ 1ヽ 横ナデ 横ナデ 橙 橙

土師器杯 口縁部 片 SAl 横ナデ 横ナデ 橙 にぶい橙
土師器杯 口縁部片 SAl 横ナデ 横ナデ にぶい橙 にぶい橙
土師器杯 口縁部片 SAl 横ナデ 横ナデ 橙 橙

土師器杯 口縁部 片 SAl 横ナデ 横ナデ 橙 橙

土師器杯 口縁部片 SAl 横ナデ 横ナデ にぶい橙 にぶい褐
スス付着・焼き
ひずみがみられる

十師器 杯 口縁部片 SAl 横 ナデ 横 ナデ にぶ い黄 橙 にぶ い褐 ,]m口 にり■1萎 り
土師器 杯 口縁部片 SAl 横ナデ 横ナデ 橙 にぶい黄橙

土師器杯 口縁 部 片 SAl 横ナデ 横ナデ にぶい橙 橙 内面に丹塗 り
黒色土器杯 口縁部片 SAl 横ナデ 内黒・ ミガキ 橙 灰黄褐
土師器杯 口縁部片 SAl 横 ナデ 横ナデ 橙 明赤褐

44 土師器杯 口縁部 片 SAl 横ナデ 横ナデ にぶい橙 にぶい褐 内外面にヘラ記号有り
土師器杯 胴部～底部 SAl 横ナデ 。ヘラ切り後ナデ (底部 ) 横ナデ 橙 橙

土師器杯 底部片 SAl 横ナデ 。ヘラ切り後ナデ (底部 ) 横ナデ にぶい黄橙 にぶい黄橙
土師器杯 底部片 SAl 横ナデ・ヘラ切り後ナデ (底部) 横ナデ 橙 橙
土師器杯 底部片 3へ 1 横ナデ・ヘラ切り後ナデ (底部 ) 横 ナデ にぶい黄橙 にぶい橙
土師器杯 底部片 SAl 横ナデ・ヘラ切り後ナデ (底部) 横ナデ にぶい橙 にぶい褐
土師器杯 底部片 SAl 8 横ナデ・ヘラ切り後ナデ (底部) 横ナデ 橙 にぶい褐 スス付着
土師器杯 底部片 SAl 横ナデ・ヘラ切り後ナデ 底部 ) 横ナデ にぶい黄橙 にぶい黄橙
土師器杯 底部片 SAl 横ナデ・ヘラ切り後ナデ 底部) 横ナデ にぶい橙 にぶい黄橙
土師器杯 口縁部～底部 SAl 横ナデ・ヘラ切り後ナデ 底部 ) 横ナデ 橙 にぶい橙
土師器杯 ほぼ完形 SAl 横ナデ・ヘラ切り後ナデ (底部) 横ナデ 橙 にぶい褐
土師器杯 ほほ,電Л移 SAl 4.2 7 横ナデ・ヘラ切り後ナデ (底部) 横 ナデ にぶい黄橙 にぶ い黄橙
土師器杯 口縁部～底部 SAl 横ナデ・ヘラ切り後ナデ (底部) 横ナデ にぶい橙 にぶい橙
土師器杯 ほぼ完形 SAl 横ナデ・ヘラ切り後ナデ (底部) 横ナデ 橙 にぶい黄橙
土師器杯 ほぼ完形 SAl 39 横ナデ 。ヘラ切り後ナデ (底部 ) 横ナデ 橙 橙

土師器高台付杯 ほぼ完形 SAl 横ナデ・ヘラ切り後ナデ (底部) 横ナデ 橙 橙
土師器高台付杯 胴部～底部 SAl 横ナデ 横ナデ にぶい褐 にぶい橙 内面に丹塗 り
土師器椀 口縁 部 片 SAl 横ナデ 横ナデ 灰黄褐 にぶい褐
土師器椀 口縁部片 SAl 横ナデ 横ナデ にぶ い橙 にぶ い黄橙
土師器椀 口縁部 片 SAl 横ナデ 横 ナデ 橙 にぶい橙
土師器皿 口縁部片 SAl 横ナデ 横ナデ にぶい黄橙 橙

土師器皿 口縁部片 SAl 横ナデ 横ナデ 橙 橙

土師器皿 底部片 SAl 横ナデ 横ナデ 橙 にぶい橙

土師器皿 ほぼ完形 SAl 7.8 横ナデ (体部)。 ヘラ切り後ナデ
(底部) 横ナデ 橙 橙

土師器皿 口縁部 片 SAl 横ナデ 横ナデ にぶい橙 にぶい橙
土師器皿 口縁部片 SAl 横ナデ 横ナデ 橙 橙

土 師器皿 ほぼ完形 SAl 横ナデ 横ナデ 橙 にぶい橙
土師器鉢 口縁部片 SAl 風化 によ り不明 横ナデ にぶい褐 褐 スス付着
土師器鉢 胴部～底部 S"0、 1 横ナデ 。ヘラ切り (底部) 横ナデ にぶい橙 にぶい橙 スス付着

土師器鉢 ほぼ完形 SAl 横ナデ (口縁部～胴部)・ ヘラ削り
(胴部)。 ヘラ切り (底部)

ハケの後ナデ にぶい黄橙 にぶ い褐 スス付着

土師器甕 口縁部片 SAl 横ナデ 横ナデ にぶい橙 橙

土師器甕 口縁部 片 SAl 横ナデ 横ナデ にぶい黄橙 にぶい黄橙
土師器甕 口縁部片 SAl 横ナデ ハケロ にぶい橙 橙

土師器甕 口縁部片 鉄 1 横ナデ 横ナデ 橙 明赤褐
土師器甕 口縁部片 SAl 横ナデ 横ナデ にぶい黄褐 にぶい橙
土師器甕 口縁部片 Sン 1ヽ 横ナデ ハケロ にぶい黄橙 にぶい黄橙
土師器甕 口縁部 片 SAl 横ナデ ハケロ 灰褐 にぶい黄橙 スス付着
土師器甕 口縁部 片 SAl 緒ナデ ハケロ にぶい褐 にぶい音橙
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表3 古代土器観察表②
爵号 器  種 残存部位 出土地点口径 器高 キ蔀2 外面の調整・文様 内面の調整・文様 外面の色調 内面の色調 備 考

土師器甕 口縁部 片 SAl 横ナデ ハケロ にぶ い黄橙 にぶ い黄橙 スス付着

土師器甕 頸部片 SAl ハケロ・ハケロの後ナデ 横ナデ 褐 にぶい橙 スス付着

土師器甕 頸部片 SAl 横ナデ (口縁部)・ ハケロ (胴部) 横ナデ (口縁部 )・ ハケロ にぶ い橙 にぶい橙

土師器甕 頸部破片 SAl ナデ ナデ。縦方向のハケロ にぶい褐 にぶ い橙

土師器甕 胴部片 SAl ナデ ハケロ にぶ い橙 にぶい褐

土師器甕 胴部片 SAl 格子 ロタタキ後ナデ ナデ にぶい責褐 にぶい橙 二次焼成をうける

土師器甕 胴部片 SAl ハケロ 平行線状の当て具痕 にぶ い褐 にぶ い黄褐

土師器甕 胴部片 SAl 横方向のハケロ・格子ロタタキ ハケロの後ナデ 橙 にぶい褐

土師器甕 胴部片 SAl 沈線文・格子目夕タキ ナデ にぶ い橙 にぶい黄橙

土師器甕 輌 部 ～ 胴 割《 SAl ナデ 。沈線文・格子ロタタキ ナデ にぶ い橙 にぶい橙

十師器甕 胴部片 SAl タタキの後ナデ ナデ にぶ い橙 にぶい橙

土師器甕 胴部片 SAl 格子ロタタキ ナデ にぶ い橙 にぶい橙

土師器甕 胴部片 SAl 格子ロタタキ 放射状の当て具痕 にぶ い黄橙 にぶい黄橙

土師器甕 胴部片 SAl 格子 目タタキ 放射状の当て具痕の後ナデ にぶ い黄橙 橙

土師器甕 胴部片 SAl 格子 ロタタキ 放射状の当て具痕 にぶ い黄橙 にぶい黄橙

土師器甕 口縁 部 ～胴部 SAl 横ナデ (口縁部)。 ナデ (胴部) 横ナデ (口縁部)・ ハケロ (胴部) にぶい黄橙 にぶい黄橙 スス付着

土師器甕 口縁部～胴部 SAl 横ナデ (口縁部)・ ナデ (胴部)
デ
リ
ナ
削
横 (胴上半部)

(胴下半部)
にぶい橙 にぶい橙

土師器甕 完形 SAl 174 ハケロ状の横ナデ にぶい黄橙 にぶい黄橙

布痕土器 口縁部片 SAl ナデ 布痕 (不明瞭 ) 橙 明赤褐

布痕土器 口縁部片 SAl ナデ 布痕 (不明瞭 ) 明赤褐 明赤褐 二次焼成 をうける

布痕土器 口縁部片 SAl ナデ 布痕 (不明瞭) 明赤褐 明赤褐

布痕土器 日縁部片 SAl ナデ 布痕 にぶい褐 明赤褐

布痕土器 口縁部片 SAl ナデ 布痕 (不明瞭 ) 明赤褐 橙 二次焼成 をうける

布痕土器 口縁部片 鉢
ＳＡ

ナデ
布痕(口縁部のみ確認、他の
部分は剥落している)

明赤褐 赤褐

布痕土器 口縁部片 訟 1 ナデ 布痕 橙 明赤褐 二次焼成 を うけそ

布痕土器 口縁部片 SAl ナデ 布 痕 にぶい赤褐 明赤褐

布痕土器 口縁部片 SAl ナデ 布痕 (不明瞭 ) にぶい橙 にぶ い赤褐

布痕土器 口縁部片 SAl ナデ 布痕 (不明瞭 ) 橙 明赤褐

布痕土器 口縁部片 SAl ナデ。指頭痕有り 布痕 にぶ い赤褐 明赤褐

布痕土器 口縁部片 SAl ナデ 布痕 明赤褐 明赤褐

布痕土器 胴部片 SAl ナデ 布痕 明赤褐 灰赤

布痕土器 胴部片 SAl ナデ 布痕 明赤褐 灰赤

布痕土器 胴部片 SAl ナデ 布痕 にぶい褐 にぶ い褐 二次焼成をうける

布痕土器 胴部片 SAl ナデ 布痕 明赤褐 にぶい褐

布痕土器 ほぼ完形 SAl ナデ (不明瞭)。 指頭痕有り 布痕 (不明瞭 ) 橙 明赤褐 二次焼成をうける

布痕土器 ほぼ完形 SAl 風化によ り不明 布痕 (不明瞭) 明赤褐 にぶ い橙

布痕土器 ほほ完形 SAl 18.6 ナデ 布痕 明赤褐 橙

須恵器杯 口縁部片 SAl 横ナデ 横ナデ にぶい黄褐 にぶ い黄橙

須恵器杯 口縁部 片 訟 1 横ナデ 横ナデ 灰黄 暗灰黄

須恵器鉢 底部片 SAl 横ナデ・ヘラ切り後ナデ (底部 ) 横ナデ にぶい黄橙 にぶい褐

122 須恵器鉢 底部片 SAl 横ナデ・ヘラ切り後ナデ (底部) 横ナデ・指頭痕有 り にぶ い橙 にぶい橙

須恵器鉢 底部片 SAl 横ナデ 。ヘラ切り後ナデ (底部 ) 横ナデ・指頭痕有 り にぶい橙 にぶい黄褐

須恵器甕 口縁部片 SAl ナデ 。指頭痕有 り ナデ。放射状の当て具 (肩より下) 黄灰 黄 灰 焼きひずみが見られる

須恵器甕 頸部片 SAl 横ナデ・格子 目タタキ 放射状の当て具痕 灰黄褐 灰黄褐 焼きひずみが見られる

126 須恵器甕 胴部破片 SAl 格子ロタタキ 放射状の当て具痕 褐灰 灰

須恵器甕 胴部破片 SAl 格子 ロタタキ 放射状の当て具痕 黄灰 灰

128 須恵器甕 胴部破片 SAl 格子 ロタタキ 放射状の当て具痕の後ナデ 灰黄褐 褐灰

須恵器壺
(二耳壺 ?)

頸部～底部 Sν 1ヽ
タタキの後、削り、ナデ (胴部
下半部)・ 横ナデ (胴部上半部)

横ナデ 。指頭痕有り 褐灰 灰褐
焼きひずみが見ら
れる・スス付着

須恵器壺 底部片 SAl ナデ 。指頭痕有 り ナデ にぶい黄 褐灰

須恵器壺 底部片 鉄 1 ナ テ 横ナデ 褐灰 黄灰 焼きひすみが見られる

132 土製紡錘車 破片 SAl ヘラ切 り (a面 ) 横ナデ (b面 ) にぶ い橙 にぶい橙

137 土師器杯 口縁部片 SC50 棋 ナア 横ナデ にぶい黄橙 にぶ い黄橙

土師器杯 口縁部 片 SC50 横ナデ 横ナデ 橙 橙

土師器杯 口縁部片 SC50 横ナデ 積 ナア にぶい黄橙 にぶい橙

土師器杯 口縁部片 SC50 横ナテ 横ナデ にぶ い黄橙 にぶい黄橙

土師器杯 口縁 部 片 SC50 横ナデ 横ナデ 橙 にぶい橙

土師器杯 口縁部片 SC50 積 ナア 横 ナテ 橙 橙

土 師器 杯 口縁部 片 SC50 横ナデ 横ナデ にぶい褐 にぶい褐
144 土 Bll器 杯 口縁 部 片 SC50 横 ナデ 使 ナ ア 橙 橙

土師器杯 口縁部片 SC50 横ナデ 内黒 ・ ミガキ にぶ い橙 褐

土師器杯 口縁部片 SC50 横ナデ 横ナデ にぶい橙 橙 内面 に丹塗 り

土師器杯 口縁部片 SC50 横ナデ 横 ナデ 橙 橙 内面 に丹塗 り

土師器杯 底部片 SC50 横ナデ・ヘラ切り後ナデ (底部 ) 積 ナア 橙 橙

土師器杯 底部片 SC50 横ナデ・ヘラ切り後ナデ (底部) 横 ナデ 橙 にぶい褐 外面にヘラ記号有 り

土師器杯 ほ
'ま

気り形 SC50 横ナデ・ヘラ切り後ナデ (底部) 横ナデ 橙 にぶ い黄 橙

土師器杯 ほぼ完形 SC50 横ナデ・ヘラ切り後ナデ (底部) 横ナデ 橙 明赤褐

土師器杯 |ま lま気ヨ形 SC50 横ナデ ヘラ切 り (底部 ) 橙 橙

土師器杯 ほぼ冗形 SC50 横ナデ・ヘラ切り後ナデ (底部 ) 横ナデ 橙 橙

土師器杯 ほほ元形 SC50 横ナデ・ヘラ切り後ナデ (底部 ) 横ナデ にぶい橙 にぶい橙

155 土師器杯 ほ↓ぎ気り形 SC50 横ナデ・ヘラ切り後ナデ (底部 ) 横ナデ 橙 ぶい褐 焼きひずみが見られる

土師器高台付杯 ほぼ完形 SC50 横ナデ・ヘラ切り後ナデ (底部) 横ナデ にぶい黄橙 明赤褐 内向 に丹 塗 り

土師器高台付杯 ほぼ完形 SC50 横ナデ 横ナテ 橙 橙

土師器椀 口縁部片 SC50 棋 ナア 横ナデ 明褐灰 にぶい褐

土師器椀 口縁 部 ～胴 部 SC50 横ナデ 横ナデ にぶい黄橙 にぶ い貢橙 スス付着

土師器皿 口縁部～胴部 SC50 横 ア プ 横ナデ 橙 橙

土師器皿 口縁部 片 SC50 横ナデ 積 ナ ア ぶ い橙 にぶ い橙

土師器皿 完 形 SC50 横ナデ 横ナデ 橙 橙

土師器皿 胴部～底部 SC50 横ナテ・ヘラ切 り後ナテ (底部 ) 横ナデ 橙 にぶい橙

土師器甕 口縁部片 SC50 横ナデ 積 ア ア にぶ い褐 灰黄褐

土師器甕 口縁部片 SC50 横 ア プ 横ナデ にぶい橙 にぶい橙

土師器甕 口縁部片 SC50 棋 ナテ 横 ナテ にぶい黄橙 にぶい橙
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表4 古代土器観察表③
番号 器  種 残存部位 J土地1 口径 器高 虐駅2 外面の調整・文様 内面の調整 。文様 外面の色調 内面の色調 備 考

土師器甕 胴部 SC50 横ナデ 横ナデ にぶい黄橙 にぶい黄橙

土師器市 1同部 SC50 格子 目タタキ 放射状の当て具痕の後ナデ にぶい橙 にぶい黄褐
土師器甕 胴部 SC50 格子 ロタタキ ナデ にぶい褐 橙

170 土師器甕 完形 SC50 横ナデ
ナデ
(口縁部～上胴部)
(下胴部～底部)

横ナデ (口縁部～上胴部)。
放射状の当て具痕の後ナデ
(上胴部～底部)

灰黄褐 にぶい黄橙

布痕土器鉢 口縁部 ～胴 部 SC50 指 ナデ 。指 頭痕有 り 布痕 (不明瞭) 明赤褐 明赤褐

布痕土器鉢 口縁部～胴部 SC50 ナ デ 布痕 (不明瞭 ) 明赤褐 明赤褐 二次焼成をうける
布痕土器鉢 口腸競郡 SC50 ナデ 布痕 明赤褐 明赤褐

布痕土器鉢 胴部～底部 SC50 ナデ 布痕 (不明僚 ) 橙 明赤褐
布痕土器鉢 胴 部 ～ 底 部 SC50 ナデ 布 痕 明赤褐 明赤褐 二次焼成をうける
須恵器壺 口縁部 SC50 横ナデ 横ナデ 赤灰 灰褐 自然釉・スス付着

須恵器壷 胴部～底部 SC50 横ナデ (胴部 )。 ナデ (底部 ) 横ナデ (胴部 )。 ナデ (底部 ) 褐灰 褐灰

土師器杯 口縁部 片 SC5 横ナデ 横ナデ 橙 橙

須恵器椀 口縁部片 SC5 横ナデ 横ナデ 暗灰黄 暗灰黄 窯の壁体付着

土師器杯 底部片 SC5 回転ナデ・ヘラ切り後ナデ 横ナデ 橙 にぶい橙
土錘 ほぼ完形 SC5 灰褐

土錘 完形 SC5 にぶい橙
土師器甕 口縁部片 SC6 横ナデ 横ナデ 灰褐 灰黄褐 スス付着

土師器甕 口縁 部 片 SC6 横方向のハケロの後ナデ 横方向のハケロの後ナデ にぶい黄褐 にぶい黄褐
土師器杯 口縁部～杯部 SC6 横ナデ 横ナデ 橙 橙

土師器甕 口縁部～胴部 SC6 横ナデ (口縁部)。 ケズリと
ナデ (胴部)

横ナデ (口縁部)。
ハケとナデ (胴部)

にぶい黄褐 にぶい黄橙 スス付着

土師器杯 完存 SC7 5.2 横ナデ 結ナデ 橙 橙 二次焼成 をうける

土師器甕 □縁 割

`～

Π同瓢, SC7 横ナデ (口縁部)・ ハケロ (胴部) 横ナデ (口縁部)・ ナデ (胴部) にぶい黄褐 橙 スス付看
土師器杯 口縁部片 Ⅲ 横ナデ 横ナデ 明黄褐 橙

土師器杯 。皿 口縁部 片 Ⅲ 横ナデ 横ナデ にぶい黄橙 にぶい黄橙

土師器杯 口縁部片 Ⅲ 横ナデ 横ナデ にぶい黄褐 にぶい黄橙

土師器杯 口縁部 片 Ⅲ 横ナデ 横ナデ にぶい橙 にぶい橙
土師器杯 口縁部片 Ⅲ 横ナデ 横ナデ にぶい橙 にぶい橙

197 土師器杯 口縁部 片 Ⅲ 横ナデ 横ナデ にぶい黄橙 にぶい黄橙

土師器杯 口縁部 片 横ナデ 横ナデ にぶ い褐 にぶい黄褐

土師器杯 口縁部 片 Ⅲ 横ナデ 横ナデ にぶい橙 黄褐

200 土師器杯 口縁部片 Ⅲ 横ナデ 横ナデ にぶい橙 にぶい褐 スス付着

土師器杯 口縁部 片 Ⅲ 横ナデ 横ナデ にぶい褐 にぶい褐 スス付着
202 土師器杯 口縁部 片 Ⅲ 横ナデ 横ナデ にぶい橙 にぶ い橙 内面に丹塗り(不明瞭)

土師器杯 口縁部片 横ナデ 横ナデ にぶい黄褐 にぶい橙
土師器杯 口縁 部 片 横ナデ 横ナデ にぶい橙 にぶい黄褐

土師器杯 口縁部片 Ⅲ 横ナデ 横ナデ 橙 橙 内面に丹塗り(不明瞭)
206 土師器杯 口縁 部片

‐ 横ナデ 横 ナデ 橙 橙

207 土師器杯 口縁部～胴部 横ナデ 横ナデ 橙 にぶい黄橙
土師器杯 完存 Ⅲ 横ナデ。ヘラ切り後ナデ (底部) 横ナデ 明黄褐 にぶい黄褐

土師器杯 ほ0ま完三,形 Ⅲ 7 横ナデ・ヘラ切り後ナデ (底部 ) 横 ナデ 橙 にぶい黄褐
土師器杯 ほぼ完形 3.2 横ナデ・ヘラ切 り (底部 ) 横ナデ 橙 にぶい橙

土師器杯 底部片 Ⅲ 横ナデ・ヘラ切 り (底部 ) 横ナデ にぶい橙 にぶい褐

212 土師器杯 底部片 Ⅲ 6.2 横ナデ・ヘラ切り後ナデ (底部) 横ナデ にぶ黄 にぶ黄橙

土師器杯 底部片 横ナデ。ヘラ切り後ナデ 底部) 横ナデ にぶい黄橙 明赤褐

土師器杯 底部片 横ナデ・ヘラ切り後ナデ (底部) 横ナデ 橙 にぶい橙

土師器杯 底部片 横ナデ・ヘラ切り後ナデ (底部) 横ナデ にぶい橙 にぶい橙 内面に丹塗り (不明瞭)

216 土師器杯 底部片 7 横ナデ・ヘラ切 り (底部 ) 横ナデ・ヘラ切 り にぶい黄橙 にぶ黄
土師器杯 底部片 横ナデ 。ヘラ切り後ナデ (底部) 横ナデ にぶい橙 明赤褐

高杯 底部片 Ⅵ 縦方向のミガキ 横・斜方向のミガキ 明赤褐 明赤褐 丹塗 り 。暗文有 り

219 土師器高台付杯 底部片 Ⅲ 横ナデ ナデ にぶい褐 にぶい褐
土師器高台付杯 底部片 皿 横ナデ ナデ にぶい黄褐 にぶい黄橙

土師器皿 口縁部片 皿 横ナデ 横ナデ にぶい橙 にぶい橙
222 土師器皿 口縁部片 ナデ ナデ 橙 橙 内面に丹塗り (不明瞭)

土 EIF器 皿 口縁部 片 皿 横ナデ 横ナデ にぶい黄橙 にぶい黄橙
土師器皿 完 形 横ナデ・ヘラ切り後ナデ (底部) 横ナデ にぶ い褐 にぶい褐

225 土師器皿 ほ|ま気ヨ形 IIl 横ナデ・ヘラ切り (底部 ) 横ナデ 橙 にぶい橙
226 土師器甕 口縁部片 Ⅲ 横ナデ 横 ナデ にぶい黄橙 にぶい黄橙

土師器甕 口縁部片 Ⅲ 横 ナデ 横 ナデ にぶい黄橙 にぶ い黄橙
228 土師器甕 口縁部片 Ш 横ナデ 横ナデ にぶ黄 にぶい黄橙

土師器甕 口縁部片 Ⅲ 横 ナデ ナデ にぶい黄橙 橙

土師器甕 □縁 瓢 片 Ш 横ナデ ハケロ にぶ い黄 橙 にぶい黄橙
土師器甕 口縁部片 Ⅲ 横ナデ ハケロ にぶい橙 にぶい黄橙

土師器甕 胴部 格子 目夕タキ 放射状当て具痕 灰黄褐 にぶい黄橙
土師器鉢 口縁部～胴部 Ⅲ 横ナデ (口縁部 )。 ナデ 横ナデ (口縁部 )。 ヘラ削 り にぶい黄橙 にぶい黄褐
土師器鉢 口縁部片 Ⅲ 横 ナデ (口縁 部 )。 ハ ケ ロ 横ナデ (口縁部 )。 ヘラナデ 暗灰黄 にぶい黄褐

土師器鉢 ? 胴部～底部 Ш 横ナデ 。ヘラ切りの後ナデ (底部) 横ナデ 橙 にぶい橙
土師器鉢 ? 底部 Ⅲ 横ナデ。ヘラ切りの後ナデ (底部) 横ナデ にぶい黄橙 灰黄

黒色土器盤 底部破片 Ш ナデ 内黒・横ナデ にぶい橙 灰

須恵器甕 頸部～胴部 Ⅲ
横ナデ (頸部)。 格子目
タタキ (胴部)

同心円文の当て具痕の後ナデ 灰 暗灰黄

239 須恵器壺 頸部 横ナデ・平行線状のタタキ 横ナデ 。同心円文の当て具痕 灰 灰

須恵器甕 胴 部 Ⅲ 格子 ロタタキ 放射状の当て具痕 灰 黄 にぶい黄橙

須恵器甕 胴部 Ⅲ 格子 ロタタキ 放射状の当て具痕の後ナデ 灰 灰

須恵器甕 胴部 格子 ロタタキ 放射状の当て具痕の後ナデ 暗灰 灰

須恵器壺 口縁部片 横 ナデ 横ナデ 褐灰 灰

244 須恵器壺 月同部 Ш 横ナデ 横ナデ 灰 灰 スス付着

須恵器壼 胴部～底部 Ⅲ ハ ケの後横 ナデ 横 ナデ 灰 褐灰

土製品土錘 ほぼ完形 Ⅲ 灰褐

土製品土錘 ほほ完形 Ш にぶい赤褐

土製品土錘 ほぼ完形 Ⅲ 褐 灰

土製品土錘 ほほ冗 形 Ш 灰 1/4程度欠損
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第 3章 弥生時代の調査

第 1節 竪穴住居について
■SA-2(第 18019図 0表 507)
5。 3m× 6.5mの不整隅丸方形のプランを呈する。間仕切り壁とベット状遺構を有する住居跡で検出

面からベット状遺構の床面は深さ0。 15m～ 0。 35mを測る。この住居跡の中央部はさらに床面が深くなっ

ており、検出面からの深さは0。 7mを測る。床面には径0。 3m～ 0。 2m、 深さ0。 14m～ 0.35mを測る柱

穴が不規則に6本検出された。

埋土中及び床面中央部付近からは弥生土器片が多量に出土している。間仕切り壁は北西部に見られ、

ベット状遺構は北東部が最も高くなっていた。

250は完存の小型の鉢形土器である。251～ 253は甕の底部片である。254は完形 。255は完存の甕

である。両者共に断面がくの字の口縁部を持ち、内外面に斜め方向の刷毛目調整を施す。底部は上げ

底である。256・ 257は短頸壺である。256は 日縁部外面に沈線文が見られ、凹線文土器の影響を受け

る資料であると思われる。また内面には円形の記号文を施す。258は壺の頸部片である。記号文を施す。

259は長頸壺である。日縁部及び頸部には沈線文が見られ、凹線文土器の影響を受ける資料であると

思われる。また記号文も見られる。底部は凸レンズ状である。

260は緑色を呈する頁岩製の磨製石鏃の未製品である。261は敲石である。両面の中央部に打痕が

観察される。

■SA-3(第 20図 0表 5)
5。 08m× 5.62mの不整隅丸方形プランを呈する。検出面から床面の深さは0。 18mを測る。柱穴は不

規則に配置されており、様々な規模のものが16本確認された。大きいものは径0。 25m～ 0。 35m、 深さ

0.3m～ 0.5mを測る。小さいものは径0。 2m以下で深さは0。 15m以下のものであった。埋土中からは

弥生土器片が出土した。

2620263は甕の胴部片である。262は記号文が観察される。263は 1条の突帯がめぐる。264は甕

の回縁部～胴部片である。くの字状の回縁部で、胴部には縦方向の細かい単位の刷毛目調整を施す。

265は縄文土器深鉢の底部片である。縄文時代後期に該当する資料であると思われ、流れ込みであろう。

■SA-4(第 21～24図・表 507)
4.67m× 5。 27mの 隅丸方形プランを呈する。検出面からの床面の深さは0。 18mを測る。柱穴は不規

則に配置されており、 9本が検出された。径0。 15m～ 0。 25m、 深さは0。 25m～0.35mを測る。埋土中

及び床面の北西部～南東部にかけては多量の弥生土器片・敲石2点が出土した。

266～268は甕の回縁部片である。いずれも断面形は逆 L字形を呈する。272は甕の底部片で、やや

上げ底気味に作られている。2690270は甕の胴部片である。271は大型の壺の回縁部片である。日縁

部を肥厚させるもので円形浮文が施文されている。273～ 276は壺の頸部～胴部片である。273は屈曲

部に 1条の突帯を巡らす。274と 275はおそらく同一個体で図面上において復元可能である。276は頸

部に 1条・胴部 2ヶ所に 2条の突帯を巡らす。かなりの大型品である。277は大型の壺の底部片である。
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0                    10cm

第24図 SA-4出土遺物実測図④ (S=1/2)

278は壺の底部片である。279は完形の壺である。頸部に記号文が施されている。全体的にややひず

んでいる。280は壺の胴部～底部片である。胴部には記号文が施されている。281は高杯の杯部片で

ある。282は高杯の脚部である。283は敲石である。 2個出土したが、そのうちの 1つ を図示した。

両面及び側面に打痕が明瞭に確認できる。割れ口にも打痕が見られるため最初から破砕された礫を使

用したものではないだろうか。

■SA-5(第 25図・表 5)
3.62m× 3.75mの方形プランを呈する。東側にやや突出する部分がある。検出面からの床面の深さ

は0.2mを測る。床面中央部西側に径0。 12m、 深さ0.21mの柱穴が1本検出された。南西部に大きく撹

乱を受ける。埋土中からは弥生土器片が出土した。

284は壺の頸部片である。 3条の突帯がみられる。285は壺の胴部～底部片である。外面は横方向

のミガキ調整により丁寧に仕上げている。底部は平底で最大径が胴部中央よりやや下に見られる。

■SA-6(第 26・ 27図・表 5・ 7)
径4。 94mの不整円形プランを呈する。南側に間仕切りをもつ突出部を有する。検出面からの床面の

深さは0。 17mを測る。径0。 15m程度、深さ0。 24m程度の柱穴が二本中央部に並んで検出された。

埋土中及び床面中央やや西側から弥生土器片が集中して出土した。また数点の石器・少量の炭化物

も検出された。

286は下城式系の甕の回縁部片である。287は 山之口式系の甕の胴部片であり、胎土に金雲母が多
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くみられる。288～ 291は甕の回縁部片である。2920293は 甕の回縁部～胴部片である。頸部付近～

胴部にかけては非常に細かい単位の刷毛目調整が行われている。2940295はおそらく甕の底部片で

ある。両者共に平底を呈する。2960297は 壺の回縁部である。296は 日縁部を肥厚させるタイプのも

のである。298は免田式長頸壺の胴部片である。299は高杯の杯部～脚部である。脚部については完

全に残存する。300は打製石鏃である。301は 自然面を有する不定形な縦長剥片である。
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第 2節 土坑について
■SC-34(第 28030図・表 5)
径0.4mの不整円形プランを呈する。検出面からの床面の深さは0.3mを測る。甕が 1個体横倒しに

なり、つぶれた状態で検出された。そのほかに遺物は出土しなかった。

302は完形の甕である。内外面の調整は刷毛日で回縁部はくの字状を呈し、底部は上げ底である。

■SC-35(第 28030図・表 5)
1.4× 1.09mの不整楕円形プランを呈する。検出面からの床面の深さは0。42mを測る。埋土中及び

床面からはわずかに弥生土器片が出土した。

303は壺の回縁部片である。304は壺の底部片である。303は不明瞭だが内外面に、304は外面に朱

が塗布されている。

■SC-36(第 28・ 30図・表 5)
径1.3mの不整円形プランを呈する。検出面からの床面の深さは0。43mを測る。南部側に大きく撹

乱を受けていた。埋土中及び床面からは弥生土器片が出土した。

305は縄文土器の口縁部である。おそらく後期のものであると思われるが、流れ込みであろう。

306は中溝式の回縁部である。断面形は逆 L字形を呈する。

■SC-38(第 28030図・表 5)
北東側にわずかに突出部をもつ径 1。 36mの不整円形プランを呈する。検出面からの床面の深さは

0。 31mを測る。床面南東部に径0。 2m、 深さ0。 14mの柱穴が1本検出された。埋土中及び床面北側～西

側にかけて弥生土器片が出土した。

3070308は 中溝式の回縁部～胴部片である。307は断面形が逆 L字形を呈し、308は くの字状であ

る。308は 日縁部と胴部の二つの破片で接合はしていないが、図面上では復元が可能であった。

■SC-39(第 29・ 31図・表 5)
径 1。 83mの不整円形プランを呈する。検出面からの床面の深さは0。 23mを測る。床面東側に径0.25

m、 深さ0.08mの柱穴と0。 36× 0。 28mの楕円形プランの深さ0。 74mを測る柱穴が1本ずつ検出された。

また床面西側には径0.4m、 深さ0.6mの二段掘りの柱穴が1本検出された。埋土中及び床面の南側、

柱穴からは弥生土器片が出土した。

309・ 310は甕の口縁部片である。両者共に断面形は逆 L字形を呈する。

■SC-40(第 29・ 31図・表 5)
1.18m× 0.85mの不整楕円形プランを呈する。検出面からの床面の深さは0。 12mを測る。床面中央

部に径0。 2m、 深さ0.3mの柱穴が 1本検出された。また、埋土中及び床面からは弥生土器片が数点検

出された。

■SC-41(第 29031図・表 5)
径1.43mの 不整円形プランを呈する。検出面からの床面の深さは0.45mを測る。埋土中及び床面か

らは弥生土器片が多量に出土した。

311は甕の胴部片である。312は日縁部と底部の二つの破片で接合はしていないが図面上ではほぼ

完形となる甕である。日縁部は逆 L字形を呈し、日縁部のやや下に 1条の突帯を巡らす。313は大型

の壺の口縁部～胴部片である。日縁部を肥厚させ、円形浮文を施す。頸部には 1条の突帯、胴部には
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第32図 SC-4201出土遺物実測図 (S=1/3)

3条の突帯を巡らせる。

■SC-42(第 30032図・表 5)
径lmの不整円形プランを呈する。検出面からの深さは0.07mを測る。埋土中から弥生土器片が 1

点のみ出土した。

314は甕の口縁部片である。日唇部は肥厚させ、断面形は逆 L字形を呈する。

■SC-1(第 32図・表 5)
1.47m× 0。 77mの不整楕円形プランを呈する。検出面からの床面の深さは0。 9mを測る。埋土中よ

り扁平な礫 (長さ24cm O幅 14cm・ 重量3.lkg)及び弥生土器片が出土した。315は 山之口式の甕の

口縁部片であろうか。胎土には金雲母が含まれている。316は甕の口縁部～胴部片である。断面形は

逆 L字形を呈する。

第 3節 包含層出土の弥生土器について
第 3層から弥生時代中期～後期に該当すると考えられる土器が多量に出土したのでここでまとめて

報告する。 (第 33～ 36図・表 5～ 6)

317～ 332は甕の口縁部片である。317～ 324は逆 L字型、325。 326は くの字状、327～ 332は緩や

かなくの字状を呈するものである。333～337は甕の口縁部～胴部片である。333は 中溝式の甕で回縁

部を肥厚させるものである。334・ 335は胎土に金雲母を含み、山之口式系の甕と考えられるもので

ある。336は胴部に 1条の突帯を巡らす。337は無紋の甕で回縁部はくの字状を呈する。338～ 349は

甕の底部片である。338～ 342は上げ底状、343～ 345はやや上げ底状、346・ 347・ 349は平底状を呈

する。349は胎土に金雲母を含み、山之口式系の甕と考えられるものである。350～ 352は壺の回縁部

片である。350・ 351は 口縁部を肥厚させるタイプのものである。353は壺の回縁部～胴部片である。

354～359は壺の底部片である。354～ 356ま で平底状、357は凸レンズ状、3580359は 尖底状を呈す

る。356は外面に赤色顔料を塗布する。360～ 364は高杯の口縁部片である。360。 361・ 363は外反
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第36図 包含層出土弥生土器実測図④ (S=1/3)

するもの、362は直線的な形で、364はやや内湾しながら回唇部にいたるものである。365～ 369は高

杯の脚部片である。370は短頸壺の回縁部～胴部片である。371は器台の破片であろうか。372は小型

の鉢である。373～ 375は小型丸底壺の破片であろうか。373はかなり薄手に成形されている。376～

383は弥生土器の底部片である。器種の判別が困難なものを集めた。376は脚台付きの甕の底部だろ

うか。377～379は平底状、3800381はやや上げ底状、382・ 383は凸レンズ状を呈する。

384～ 387は凹線文土器である。同一個体の可能性が高いが接合できなかった。器形は脚台付き壺

であろうか。いずれの個体にも貝殻による刺突文がみられる。387の上部に施された沈線とその下に

施された沈線とは沈線の間隔が違うため、異なる原体で施文したと思われる。

387
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表5 弥生土器観察表①
番号 器  種 残存部位 J土地点口径 器高 藤螺

/4/1

外面の調整・文様 内面の調整・文様 外面の色調 内面の色調 備 考

小型鉢 完存 SA2 ナデ (口縁部)・ ハケロ (胴
部)・ 指押さえ (底部)

ナデ (口縁部)・ 指押さえの
後ナデ (胴部)

浅黄橙 灰 白 スス付着

251 甕 底部 SA2 ナデ 。指押さえ ナデ にぶい橙 褐灰

甕 底部 SA2 ナデ 。指押さえ ナデ にぶい橙 褐灰

253 甕 底部 SA2 指押 さえの後 ナデ 指押さえ 灰 自 灰

甕 ほぼ完形 SA2 ナデ (口縁部)・ ハケロ (胴
部)。 ナデ (底部)

ナデ (口縁部)。 ハケロの
後ナデ (胴部)

橙 にぶい橙 スス付着

255 甕 完存 SA2 219 ナデ(口縁部)・ ハケロ(胴部)
指押さえ後ナデ (底部)

ナデ (口縁部)・ ハケロ (胴部) にぶい褐 にぶい赤褐

短頚壺 口縁部～頸部 SA2 ナデ ナデ にぶい橙 橙
記号文有り。凹線文
土器の影響を受ける

短頸壺 口縁部～頸部 SA2 ナデ (口縁部)・ ハケロの
後ナデ (頸部)

ナデ (口縁部)。 ハケロの
後ナデ (頸部)

にぶい橙 褐灰 スス付着

258 頸部 SA2 ナデ ナデ 橙 橙 記号文有 り

長頚壺 完形 S氾 ナデ ハケロ (頸部 ) にぶい橙 褐
記号文有り。凹線文
土器の影響を受ける

262 甕 胴 部 SA3 ナデ ナデ にぶい黄橙 にぶい褐
全体にスス付着
記号文有り

甕 胴部 SA3 ハケロの後ナデ ナデ にぶい褐 にぶい橙

甕 口縁部～胴部 SA3 ナデ (口縁部～頸部)
ハケロ (胴部)

ナデ にぶい褐 にぶい橙 スス付着

縄文土器深鉢 底部 SA3 貝殻条痕 風化 によ り不 明 にぶい赤褐 にぶい赤褐

甕 口縁部 SA4 ナデ ナデ にぶい黄橙 にぶい黄橙 スス付着
甕 口縁部～胴部 SA4 ナデ (口縁部)・ ハケロ (胴部) ナデ (口縁部)・ ハケロ (胴部) にぶい黄橙 褐灰

甕 口縁部～胴部 SA4 ナデ (口縁部)。 ミガキ (胴部) ナデ にぶい褐 にぶい褐 スス付看
甕 胴部 SA4 風化のため不明瞭 ハケロ にぶい黄橙 にぶい橙

甕 (山之 口式 ) 胴部 SA4 ハケロ ナデ にぶい褐 灰黄褐

広 口壷 口縁部～頸部 SA4 ナデ (口縁部)。 ハケロの
後、ナデ (頸部)

ナデ (口縁部)・ ハケロ (頸部) にぶい黄橙 にぶい黄橙
円形浮文有り
スス付着

272 甕 底部 SA4 ナデ・ハケロ ナデ にぶい黄橙 褐灰

肩部 SA4 ナ デ ナデ にぶい黄橙 灰黄褐

頚部～肩部 SA4 風化 によ り不明 ハケロ。指押さえ にぶい橙 褐灰 No.275と 同一個体

胴部 SM ハケロの後ナデ ハケロ にぶい橙 暗灰 No.274と 同一個体
頸部～胴部 SA4 ナデ ナデ (頸部) ハ ケ にぶい黄橙 にぶい黄橙 スス付看

277 胴部～底部 SA4 ナデ ナデ にぶい橙 灰黄褐 スス付着

底部 SA4 ハケロの後ナデ ナデ にぶい黄橙 にぶい黄褐 スス付看

〓霊 完形 SA4 6
ナデ (口縁部～胴部)
ハケロ (胴部～底部)

ハケロ にぶい橙 にぶい橙 記号文有り

胴 部 ～底部 SA4 ハケロ 風化 によ り不 明 にぶ い橙 黒 褐 記号 文有 り

高杯 口縁部 SA4 ナデ ナデ にぶ い橙 にぶい橙

高杯 脚 部 SA4 ミガキ・ナデ ミガキ にぶい黄橙 にぶい橙

284 頸部～胴部 SA5 ナデ (頸部～肩部)。 ハケの
後、ミガキ (胴部)

風化によ り不明 にぶい黄橙 にぶい黄橙

285 胴部～底部 SA5 ミガキ (胴部)・ ハケ (底部) ハケの後ナデ にぶい褐 にぶい黄褐 スス付着

甕 (下城式 ) 口縁部 SA6 ナデ ナデ 褐 にぶい褐

287 甕 (山 之 口式 ) 胴部 SA6 ナ テ 斜方向のナデ 褐 にぶい褐
288 甕 口縁部 Sへ6 ナデ ナデ にぶい褐 橙

甕 口縁部 SA6 ナデ ナデ にぶい橙 にぶい橙

甕 口縁部 SA6 ナデ ナデ 灰褐 にぶい褐 スス付着

甕 口縁部 SA6 ナデ (口唇部)。
ハケロ (口縁部)

ハケロ 明赤褐 明赤褐

292 甕 口縁 部 SA6 ハケロ ハケロ にぶい橙 にぶい橙

293 甕 口縁部～胴部 SA6 ナデ (口縁部)。 ハケロ (胴部) ナデ (口縁部)。
工具による

肖りり (1同割『)
にぶい褐 にぶい橙 スス付着

甕 底部 SA6 ハケロ 風化 によ り不明 にぶい橙 暗灰

甕 底部 SA6 6.8 ハケロ・ナデ 風化によ り不明 にぶい橙 灰

甕 口縁部 の小片 SA6 ナデ ミガキ にぶい黄橙 にぶい黄橙
〓霊 口縁部 SA6 ナデ ナデ にぶい橙 黄褐

長頸壺(免田式) 胴部 SA6 ミガキ 風化によ り不明 にぶい橙 褐灰 重弧文・沈線文

299 高杯 杯部～胴部 SA6 ナデ (杯部)。 ナデ (裾部)
ミガキ (脚部) ナデ にぶい赤褐 にぶい赤褐

302 甕 完形 SC34 ナデ (口 縁部 )・ ハケロ (胴部 ) ナデ (口縁部)。 ハケロ (胴部) にぶい黄橙 にぶい橙 スス付着
〓霊 口縁部 SC35 ナデ ナ デ にぶい褐 にぶい黄褐

底部 SC35 ナデ ナデ 明赤褐 灰 白 外面に丹塗り
縄文土器深鉢 口縁部 ～胴部 SC36 ナデ ナ デ 明褐灰 灰黄褐

甕 (中溝式 ) 口縁部 ～胴 部 SC36 ナデ (口 縁部 )・ ハケロ (胴部 ) 板ナデ 黄灰 にぶい褐 スス付着
甕 (中溝式 ) 口縁部～胴部 SC38 ナデ (口 縁部 )・ ハケロ (胴部 ) 板ナデ にぶい褐 褐灰 スス付着

甕 (中溝式 ) 口縁部 ～胴 部 SC38 ナデ (口縁部)・ ハケロ (胴部) ナデ (口 縁部 )。 ハケロ (胴部 ) にぶい褐 褐 スス付着
甕 口縁部～胴部 SC39 ナデ ナデ 灰黄褐 にぶい黄橙

甕 口縁部 ～胴 部 SC39 ナデ ナデ にぶ い黄褐 にぶい橙
甕 胴部 SC41 ナデ・ミガキ 風化によ り不明 にぶい黄橙 灰黄褐

甕 ほ |ま気り形 SC41 ナデ ハケの後ナデ にぶい黄褐 にぶ い橙 スス付着

一霊 口縁部～胴部 SC41 29.8 ナデ (口縁部～肩部)
ハケロ・ナデ (胴部)

ナデ (口縁部)・ ハケロ
(頸部～胴部)

にぶい橙 にぶい黄橙
円形浮文有り
スス付着

甕 口縁部 SC42 ナデ ナ デ にぶい褐 にぶい褐

甕 (山之 口式 ) 口縁部～胴部 SCl ア プ ナデ にぶい橙 な し

甕 口縁部～胴部 SCl ナデ (口縁部)・ ハケの
後ナデ (胴部)

ナデ にぶい黄橙 にぶい黄橙

甕 口縁部 ナデ ナデ にぶい赤褐 明赤褐
甕 口縁部 ナデ ナ デ にぶい黄橙 にぶい黄橙

甕 口縁部 Ⅲ ナ デ ナデ にぶい黄褐 にぶ い黄橙

甕 口縁 部 皿 ナ デ ナ テ 灰黄褐 にぶい橙
甕 口縁部 Ⅲ ナデ ナデ にぶい褐 にぶい橙 ス ス付 LT―
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表6 弥生土器観察表②
番号 器  種 残存部位 日径 器高 岸無, 外面の調整 。文様 内面の調整 。文様 外面の色調 内面の色調 備 考

322 甕 口縁部 Ⅲ ナデ ナデ にぶい橙 にぶ い黄橙

甕 口縞薩邦 Ⅲ ナデ・ハケロ ハケロ にぶい黄橙 にぶ い黄橙

324 甕 口縁部 Ⅲ ナデ ナ デ にぶ い橙 にぶ い褐

甕 口縁部 Ⅲ ナデ ナデ にぶい黄褐 にぶ い橙 スス付着

326 甕 口縁部 Ⅲ ナデ・ハケロ ナデ にぶい黄橙 にぶい黄橙

甕 口修遷邦 Ⅲ ナ デ ナデ にぶい橙 にぶい橙

甕 口腸む郡 ナデ ナデ にぶい黄褐 にぶい黄褐

329 甕 口縁部 Ⅲ ナデ ナデ にぶい褐 にぶい橙

甕 口紘薩郡 Ⅲ ナデ ナデ にぶい褐 にぶい橙 スス付着

甕 口膨薩邦 ナデ ナデ にぶい赤褐 灰黄褐

332 甕 口縁部 Ⅲ ハケロの後ナデ ナ デ にぶい褐 にぶい橙

甕 (中溝式) 口縁部 Ⅲ ナデ ナデ (口縁部)・ ハケロ にぶい橙 にぶい黄橙

甕 (山之 口式 ) 口縁 部 ～ II・l部 Ⅲ ナデ (口縁部)・ ハケロ (胴部) ナデ 灰褐 灰 褐 スス付着

甕 (山之 口式 ) 口縁部～胴部 Ⅲ ナデ (口縁部)。 ハケロ (胴部) ナデ 褐 にぶい赤褐

甕 口縁部～胴部 Ⅲ ナ デ ナデ (口縁部)。 ハケロ (胴部) にぶい黄橙 にぶい黄橙 スス付着

甕 口縁部～胴部 ナデ (口縁部)・ ハケロ (胴部) 風化により不明 にぶい黄橙 にぶい黄橙

甕 底部 Ⅲ ナ デ ナデ にぶい褐 灰黄褐

甕 底部 ハケロ・ナデ ナデ にぶい褐 褐 灰

甕 底 部 ナデ ナ デ にぶ黄 にぶ黄褐

甕 胴部～底部 Ⅲ ナデ・指頭痕有り ナデ にぶい黄褐 灰黄褐

甕 底部 Ⅲ ナデ ナデ にぶい赤褐 黄灰

甕 底部 Ⅲ ナデ 。指頭痕有り ナデ にぶい褐 にぶい赤褐

344 甕 底部 Ⅲ ナデ 風化 によ り不明 にぶ い褐 黄灰

甕 底部 Ⅲ ナデ・指頭痕有り ナデ にぶい橙 灰黄褐

甕 底部 Ⅲ ハケロ・ナデ ナ デ にぶ い橙 にぶ い黄褐

甕 底部 ハケの後ナデ ナデ にぶい橙 暗灰黄

甕 底部 Ⅵ ハケロ ナデ 灰黄褐 黄灰

甕 (山之 口式 ) 胴部～底部 Ⅲ ハケロ ナデ にぶい褐 褐 スス付着

士里 口縁部 ～胴 部 Ⅲ ハケロ・ナデ ナデ にぶい褐 にぶい橙

口縁部 ナデ ナデ にぶい黄橙 にぶい黄橙

352 〓霊 口縁 部 ナデ ナデ にぶい黄橙 にぶい黄橙

口縁部 ～胴部 ナデ ナデ にぶい褐 にぶ い褐

底部 6 ナデ ナデ にぶい橙 にぶ い橙

士霊 底部 ナデ ナデ にぶい黄橙 暗灰黄
士霊 底部 Ⅲ 6 ナデ ナデ にぶ い黄橙 にぶい褐 外面に丹塗 り

357 士霊 底部 ナデ ナデ にぶい黄橙 黄 灰

士霊 底部 Ⅲ ナデ ナデ にぶい橙 灰黄褐

底部 Ⅲ ナデ ナデ にぶい橙 にぶい褐

高杯 杯 部 Ⅲ ナデ ナデ にぶい橙 にぶい橙

高杯 口縁部 Ⅲ ナデ ナデ にぶい黄橙 橙

高杯 杯 部 Ⅲ ナデ ナ デ にぶい橙 にぶ い橙

高杯 杯部 Ⅲ ナデ ナデ にぶい橙 橙

高杯 杯部 皿 225 ナデ ナデ 明褐 にぶ い褐

高杯 脚 部 Ⅲ ナデ ナデ にぶい黄橙 灰黄褐

366 高杯 脚部 ミガキ ナデ にぶい橙 にぶ い黄褐

高杯 脚部 Ⅲ ナデ 橙 にぶ い赤褐

368 高杯 脚部 Ⅲ ナデ ナデ にぶい橙 にぶい褐

369 高杯 脚 部 Ⅲ ナデ にぶい褐 黒褐

短頸壺 口縁部～胴部 Ⅲ ナデ (口縁部)・ ハケロ (胴部) ナデ・ハケの後ナデ にぶい橙 にぶい褐

器台 ? 口縁部 ハケの後ナデ ハケの後ナデ 暗灰黄 灰黄褐

372 鉢 胴部～底部 Ⅲ ナデ ナデ 黄灰 暗灰黄 スス付着

373 小型丸底壺 口縁部 Ⅲ ナデ ナデ にぶい黄橙 にぶ い橙

374 小型丸底壺 口縁部 Ⅲ ナデ ナ デ にぶい橙 にぶ い黄褐

小型丸底壼 口疹薩邦 Ⅲ ナデ ナデ 橙 暗灰黄

脚台付甕 ? 脚 部 Ⅲ ハケロの後ナデ ナデ にぶい橙 にぶい黄褐

377 弥生土器 底部 Ⅲ ナデ。指頭痕有り ハケロ にぶい褐 暗赤灰

弥生土器 底部 Ⅲ ナデ・指頭痕有 り ナ デ にぶい橙 にぶい黄褐

弥生土器 底部 Ⅲ ナデ・指頭痕有り ナデ にぶい褐 にぶ い褐

弥生土器 底部 ナデ 。指頭痕有り ナ デ にぶい黄橙 にぶい褐

弥生土器 底部 Ⅲ ナデ。指頭痕有り ハケロ・ナデ にぶい褐 にぶ い橙

弥 生土器 底 部 Ⅲ ハケロ (胴部 )・ ナデ (底部 ) ナ デ 暗灰黄 暗灰黄

弥生土器 底部 Ⅲ 5.6 ナ デ ナデ にぶ い橙 暗灰黄

脚台付壺 口縁部 ナデ。貝殻刺突 よる羽状文 ナデ にぶ い黄橙 黄褐 凹線文土器

385 脚台付壼 胴 部 ナデ 。貝殻刺突 こよる羽状文 ナデ にぶい黄橙 にぶい黄橙 凹線 文土器

386 脚台付壺 胴 部 ナデ・貝殻pll突 よ る羽状文 ナデ にぶい黄橙 黄灰 凹線文土器

脚 台付 壷 胴部 ナデ・貝殻刺突 こよる羽状文 ナ デ にぶい黄橙 灰黄 凹線文土器

表 7 弥生時代遺構内出土石器計測表
番号 器 種 出土地点 長さ (cm) 幅 (cm) 厚さ (cm) 重さ (g) 石  材 考備

磨製石鏃未製品 SA-2 結晶片岩

敲石 SA-2 9.8 804.6 安山岩

敲 石 SA-4 9152 砂岩

打製石鏃 SA-6 チャート

剥片 SA-6 1 砂 岩
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第 4章 縄文時代後期・晩期の調査

第 1節 土坑について
■SC-33(第 37図・表 8)
0.38mの不整円形プランを呈する。検出面からの深さは0。 15mを測る。鉢形土器が1個体破砕した

状態で詰まっていた。

388は完形の深鉢である。内外面ともに貝殻条痕を施し、日縁部をやや肥厚させ貝殻刺突文を施す。

胴部にも同様の貝殻刺突文を施し、底部はやや上げ底状を呈する。

第 2節 包含層出土の縄文時代後期・晩期の土器について
第 3層から縄文時代後期・晩期に該当すると考えられる土器が出土したのでここでまとめて報告す

る。 (第 38・ 39図・表 8)

389は深鉢の日縁部片である。日唇部を肥厚させ貝殻刺突文を施し、内外面の調整は貝殻条痕を施す。

390～ 399は いずれも無文土器の破片である。391～ 393は深鉢の口縁部片である。全て内外面ともに

ナデ調整を施す。394～396は深鉢の頸部片である。394は内面と外面の上半部は貝殻条痕、下半部に

は貝殻条痕の後にナデ調整を行う。395は内面の上半部と外面はナデ調整、内面の下半部には貝殻条

L=50.90m

SC-33
0         50cm

0  '         10cm

第37図 SC-33及びSC-33出土遺物実測図 (S=1/20,1/3)

-49-



｀
 ヽ                            ′

401

第38図

0             10Cm
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第39図 包含層出土縄文時代後 0晩期土器実測図② (S=1/3)

痕を施す。396は内面に貝殻条痕、外面には貝殻条痕の後ナデ調整を行う。

3970398は鉢形土器の回縁部～頸部である。398は内外面ともに貝殻条痕の後にナデ調整を施す。

397も 同様と思われるが、内面は風化が著しく不明瞭である。399～ 402は底部片である。399・ 400

は外面に貝殻条痕・内面に貝殻条痕の後ナデ調整を行う。また網代圧痕で平底を呈する。4010402

は上げ底状を呈する。402は磨研土器の底部か。

403～419は磨研土器の回縁部～胴部片である。日縁部の内外面には段もしくは 1条の沈線を巡ら

すものばかりである。407は壺形土器の回縁部片か。41304170419は胴部の屈曲部が残存する。い

ずれも稜をなし、鋭く屈曲するものである。
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表8 縄文時代後・晩期土器観察表
番号 器  種 残存部位 J土地点口径 器高 底部径 外面の調整 。文様 内面の調整 。文様 外面の色調 内面の色調 備 考

深鉢 (納曽式 ) 完形 SC33 貝殻 条痕・ 貝殻腹縁刺突 攻 貝殻条痕 にぶい赤褐 褐

389 深鉢 (市来式 ) 口縁部 皿
口縁部に肥厚帯及び貝殻
腹縁刺突文・貝殻条痕

横ナデ(口唇部)・ 貝殻条痕 褐 褐

深鉢 口縁部 Ⅲ ナデ ナデ にぶい赤褐 にぶい赤褐

深鉢 口腸薩邦 Ⅲ ナデ ナデ にぶい黄褐 にぶい黄褐

深鉢 口縁部 ナデ ナデ 灰黄 灰黄褐

深鉢 日縁部 ナデ ナデ にぶい褐 灰黄褐

深鉢 頸部 Ⅲ 貝殻条痕 貝殻条痕 暗灰黄 灰黄褐

深鉢 頸部 Ⅲ ナデ ナデ。貝殻条痕 にぶい黄褐 にぶ い黄褐

深鉢 胴 部 Ⅲ 貝殻条痕の後ナデ 貝殻条痕 灰黄褐 暗灰黄 スス付着

397 深鉢 口縁部 ～胴部 Ⅲ 貝殻条痕の後ナデ 風化 によ り不明 にぶい黄褐 にぶい褐

深鉢 口縁部～胴部 Ⅲ 貝殻条痕の後ナデ 貝殻条痕の後ナデ 灰黄褐 黄灰

深鉢 胴部～底部 Ⅲ 網代底(底部 )。 貝殻条痕 (胴部 ) 貝殻条痕の後ナデ 灰黄褐 灰黄褐

深鉢 胴部～底部 Ⅲ 網代底(底部 )。 貝殻条痕 (1同部 ) 貝殻条痕の後ナデ 灰黄褐 灰黄褐

深鉢 底部 Ⅲ 8 貝殻条痕の後ナデ ナデ にぶい黄橙 にぶい黄褐

浅鉢 底部 Ⅲ ミガキ 貝殻条痕 の後 ナ テ 灰黄褐 にぶい褐

浅鉢 口縁部 Ⅲ ミガキ ミガキ にぶい黄橙 にぶい黄橙

浅鉢 口縁部 Ⅱ ミガキ ミガキ にぶい黄橙 にぶい黄橙

浅鉢 口縁部 Ⅲ ミガキ ミガキ 黄 灰 褐灰

浅鉢 口縁部 ミガキ ミガキ 暗赤灰 にぶい黄褐
十霊 口縁部 Ⅲ ミガキ ミガキ にぶ黄 暗灰黄

浅鉢 口縁部 Ⅲ ミガキ ミガキ 灰黄褐 黄灰

浅鉢 口縁部 Ⅲ ミガキ ミガキ にぶい黄橙 にぶい黄橙

浅鉢 口縁部 Ⅱ ミガキ ミガキ 灰黄褐 灰黄褐

浅鉢 口縁部 Ⅲ ミガキ ミガキ にぶい黄褐 灰黄褐

浅鉢 口縁部 Ⅵ ミガキ ミガキ にぶい褐 黄灰

浅鉢 口瓶薩邦 ミガキ ミガキ にぶい黄褐 暗灰黄

浅鉢 口織遷邦 Ⅲ ミガキ ミガキ 灰黄褐 褐灰

浅鉢 口縁部 ミガキ ミガキ にぶい黄橙 暗灰黄

浅鉢 口縁部 Ⅲ ミガキ ミガキ にぶい褐 暗灰黄

浅鉢 口縁部 Ⅲ ミガキ ミガキ にぶい黄褐 にぶ い黄橙

浅鉢 口縁部 Ⅲ ミガキ ミガキ にぶい黄橙 にぶい黄

浅鉢 口縁部～胴部 Ⅲ ミガキ ミガキ にぶ い黄褐 にぶい黄褐
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第 5章 縄文時代早期の調査

第 1節 集石遺構について (第40～72図・表 9～ 13)
本遺跡のアカホヤ層下より確認された遺構の大半は集石遺構であり、また遺跡全体の主体的な遺構

ともなっている。この遺構についてはポリネシア地方の民俗例や田野町天神河内遺跡の残留脂肪酸分

析結果から石蒸料理の調理施設として認識されているもので、南九州を中心に多数確認されるが、関

東地方までその分布は確認されている。南九州では旧石器時代末から縄文時代晩期にかけて確認され

るが、縄文時代早期のものが圧倒的多数である。

南九州においては現在のところ南部東海岸、つまり宮崎県南部に検出例が集中し、さらにその中心

は本町及び西に隣接する田野町となっている。本町における集石遺構の検出数は平成14年末までで

734基 を数え、田野町においても同程度の検出数となっている。現在継続して行われている本町北西

部の船引地区遺跡群においては毎年度50基近くの新たな検出が続いている。

この集中については調査件数にも起因するものと思われ、163基が確認された県北の北方町笠下遺

跡が存在し、近年百基を越える集石が検出される遺跡が北に延びる東九州自動車道の調査により確認

され始めており、今後その集中域が北に広がる可能性が高い。当然、全国的に見た本県の検出数の多

さについては、さらに顕著なものになると思われる。

本遺跡内においては172基の集石遺構が検出され、内アカホヤ層上における検出が 2基である。

遺跡内における集石遺構の検出状況は包含層を下げる段階において礫の集まりが検出されることに

より確認される。但し、単体で集石遺構と認められる場合と広範囲に焼礫が検出され、これを精査す

ることにより単体あるいは複数の集石遺構が認められる場合がある。掘り込みを有し、内部に焼礫を

包含するタイプの集石遺構が大半を占めるが、内部焼礫間の埋土が炭化物等により黒色化しているも

のはほとんど無く、精査により掘り込みのプランからその存在が確認されたものは皆無である。

また、内部精査についても通常は焼礫と黒色化した内部埋積土を除去して掘り込みを検出するが、

本遺跡では地山と埋積土の違いが明確でなく、掘り込み内の礫のスタンプが消えるまで平滑にし、作

図するほかなかった。

形態的には、掘り込みを有するものと有さないものに大別され、掘り込みを持つものは、浅いもの

と深いもの、さらに掘り込みの底部に配石を有するものと有さないものに細分される。そしてそれぞ

れに大きさの差や内部礫の密度差が存在する。

本遺跡における集石遺構の分布状況を見てみると、ある程度密集する部分が見て取れる。第40図のA

～ Eな どである。しかしながら前述の形態差を当てはめると単一形態のみの集まりは見られない。ま

た、直径1.5mを超える大型のものも各密集部分に数基ずつ含まれ、集中傾向は見られない。

形態上での検出状況を見てみると、第40図のCと Eの集中区については掘り込みの無いタイプの集石

遺構の集中が顕著であり、それ以外のものも掘り込みを有し配石を持たないタイプのみのという傾向を

見る事が出来る。この 2地区については検出時、散石がほとんど見られず、単体ごとで集石遺構が検出

された地区でもある。形態も比較的整っており、精査が楽だった意識が残った。

また、本遺跡の集石遺構のなかに非常に特徴的な形態のものが見られた。掘り込みを持つタイプの
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なかで、すり鉢状の深い掘り込みを持つもので、SI-104、 112、 を代表とし、SI-9、 41、 92等が

これにあたる。

一般的な集石遺構に比べ大型で、すばまった底部に大型の配石を持ち、掘り込みの内面に比較的扁

平な礫を敷き詰めるよう一面に配し、比較的大型の円礫で内部を充填させている。特にSI-104はそ

の直径約2.6m、 深さ約 1。 2mを計り、ほぼ同じ大きさのSI-112と ともに群を抜いて巨大なものであ

る。現在のところ国内最大級のものと思われる。遺跡内における分布はSI-92を 除いて、調査区内で

突出する南北丘陵両先端部の集石遺構集中部分 (第40図のBと D)に確認されている。

掘り込み内の焼礫の状況は密に充填されるものと疎なものが見られるが、SI-104と 112について

は密につまった内部礫の上層において中央が窪み、その部分及び上層の礫は疎の状態であることが認

められた。大型ゆえに看取できた状況であろうが、あきらかに内部の礫とは礫の大きさも違うもので

あった。

集石遺構内からの遺物の出土は全体の約25%に あたる47基に見られた。

出土遺物は土器片、石器、剥片で、形式が判明しうる土器片はSI-9010か ら下剥峰式土器が、

SI-81・ 95か ら塞ノ神式土器が、SI-96か ら桑ノ丸式土器が、SI-11か ら押型文土器が出土し、

天道ヶ尾式と思われる土器片がSI-34か ら岩本式と思われる土器片が網代底を持つ条痕文土器片と

ともにSI-7か ら出土している。いずれも小片が少数の出土であり、形式の判明しない条痕文を持

つ土器片がSI-4047051062外 7基から出土している。

石器についてはSI-107か ら石鏃が出土し、SI-1はチャー ト製、SI-7は姫島産黒曜石製であ

る。SI-706001000120か ら磨石が出土し、SI-60と 120が尾鈴酸性砂岩製、SI-70100が砂岩

製である。SI-10か らは石核・スクレイパー・尖頭状石器が出土し、石核はSI-9010、 スクレイパー

はSI-83か らも出土している。SI-9出 土の石核は黒曜石製の細石核であろう。SI-118か らは頁岩

製の打製石斧が、SI-4か らは石皿が割れた状態で出土している。磨石、石皿はほとんど欠損品であ

り、内部礫として二次的に利用された可能性が強い。その他、剥片が 7基から出土しており、SI-4

が砂岩、SI-10145が チャー ト、SI-10・ 159が頁岩、SI-110175が黒曜石となっている。
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第 2節 土坑について (第54072073図・表13)
縄文時代早期にかかる集石遺構以外の遺構として 2基の土坑が検出されている。

検出されているとは言え、遺物の出土によりその存在が窺われるものの地山と埋積土の違いが無く、

遺構自体の検出が出来ず、作図も不可能なものであった。

SC-43は調査区北西部において確認されたもので、包含層を下げる段階で大型の土器片が集中し

て確認された。周囲の包含層からは遺物の出土がほとんどない状態での確認で、さらに土器片は平面

的な出土ではなく、それぞれの高低差や立った状態の破片もあったため、遺構の存在を想定して綿密

な精査をおこなったが、色調等の変化を捉えることはできず、遺構の確認は不可能であった。

出土した土器は回辺部よりやや下がった外面にナメクジ状の貼り付けを対向して 2箇所にもつ下剥

峰式土器 (478)で 、ほぼ完形に復元できるものである。不足部位はほぼ対向する日縁から底部にか

けての 2箇所で、縦の帯状に大きく欠損しており、通常の土器の底部や日辺部が欠損する状況とは異

質の感覚を受ける。

なお、外面に炭化物の付着があった為、この炭化物を削ぎ落とし、加速器による放射性炭素年代測

定をおこなった結果、8960± 70BPと いう測定結果を得ている。

SC-44は集石遺構 (SI-73)の掘り込み精査中に確認されたものである。掘り込みの精査によっ

て土器片が出土し当初集石遺構に伴う遺物と思われたが、土器片が地山中に続き別の遺構がかみ合っ

ていると思われる状況となった。このためプランの確認及び トレンチの設定を行ったが、SC-43同

様に土質に変化は確認出来なかった。しかしながら土器片の出土状況は生活面に廃棄されたような状

況ではなく大型の破片が集中する様相は遺構内遺物であることを強く感じさせるものであった。

出土した土器片は撚糸文系の塞ノ神式土器で大小 2個体の破片であった。比較的大型片であったが、

底部が大きく欠損し、完形復元には至らないものである。

479・ 480は波状となる日唇部に羽状の刻みが施され、日辺は無文、胴部は縦に撚糸文帯は施文さ

れた後、横方向の沈線文帯を巡らせている。482は 479・ 480よ り大型で回辺部に沈線文帯を三条持つ

意外は波状の回縁と施文は4790480と 共通である。なお、本土坑からは砂岩製磨石 (481)も 1個出

土している。
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※番号は集石遺構の番号を示す

トーンのものはアカホヤ上面にて

検出された集石遺構である。 A
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第 3節 包含層出土の縄文時代早期の土器について
第 5層・第 6層から縄文時代早期に該当すると考えられる土器が多量に出土ので、ここでまとめて

報告を行う。 (第 86図～93図・表13～ 15)

483～ 520は円筒形の深鉢の破片である。483～ 489は回縁部片で回唇部に刻み目を持ち、内面には

段を有する。また日縁部には貝殻や工具で施文するという特徴をもつ。内外面の調整は貝殻条痕また

はナデ調整、貝殻条痕の後ナデ調整を行うものもある。489～493も 日縁部片である。日唇部は平坦で

日縁部に工具による縦位に刺突文を施す。外面の調整は貝殻条痕で内面の調整は貝殻条痕のものとナ

デのものがある。494～496は胴部片である。外面に貝殻条痕を施す。内面の調整は貝殻条痕とナデ調

整の 2種類が見られる。497・ 498は底部片である。外面に貝殻条痕を施す。内面の調整は丁寧なナデ

調整である。499～ 517までは外面に貝殻や工具で刺突文を施す土器片である。499～ 511は 日縁部片

である。499～ 505ま ではやや内傾する。5060507は波状口縁を呈する。また507は瘤状突起が見られ

る。512～ 517は胴部片である。518～ 520までは外面を短い貝殻条痕により施文する土器片である。

521は地文に縄文を施す。また突帯にも縄文を巡らす。522～ 525は外面に縦位や横位の突帯を巡らし、

凹線文や連点文により施文する土器片である。526～539は外面を沈線文や撚糸文で施文する土器片で

ある。526は 日縁部片、527～531は 日縁部～頸部片でいずれも回唇部に羽状の刻み目を施す。また頸

部はくの字に屈曲し、外面には2条～4条の沈線文を施す。532～ 534は頸部片、535～538は胴部片、

539は底部である。いずれも縦位の撚糸文を施文する。540～ 542は横位に貝殻による連続刺突文を施

す土器片である。543は 回縁部～胴部片で、内面に貝殻条痕、外面には貝殻条痕の後にナデ調整を行い、

さらに格子状の沈線文を施す。544～ 548は楕円の押型文を施す土器片である。5490550は 山形押型

文を施す土器片である。551は内面に貝殻条痕、外面には波状に貝殻刺突文を施す。552～ 580は内面

に貝殻条痕かナデ調整を行い、外面は貝殻条痕を地文とする日縁部片である。いずれも日唇部には刻

み目を施す。572の外面は貝殻条痕の後ナデ調整を施し、斜位に長い沈線文で施文する。同じ様に直線

的な沈線か条痕により施文するものは567～ 573、 576・ 577・ 579である。575は外面の調整後、工具

により波状の沈線文を施している。580はおそらく平底の底部片で、内外面には貝殻条痕を施す。581

は胴部片である。内外面には貝殻条痕を施し、566などと同様の文様が施されている。582は日縁部片

である。外面は日唇部に刻み目を施し、その下に×状の記号文が見られる。また 1条の突帯を巡らせ、

貝殻条痕を地文とする。内面の調整は貝殻条痕の後ナデ調整を行う。583・ 584は日縁部片である。両

者共に内面はナデ調整、外面には貝殻条痕を施す。5850586は 円筒形の深鉢の胴部片であろうか。両

者共に内面はナデ調整、外面には貝殻条痕を施す。587～589は外面を羽状の短沈線で施文する土器片

である。587は 回縁部片で、内面から回唇部にかけては丁寧に磨かれている。588・ 589は胴部片で、

内面に著しい凹凸が見られる。5900591は胴部片である。590は内面に貝殻条痕を施す。外面の調整

は刺突文であろう。しかし、施文具は不明である。591は二次的な焼成のためか赤化が著しい。内面は

ナデ調整である。外面はナデ調整後、一部に590と 同様の文様を施す。5920593は壺形土器の回縁部

片である。593は外面に沈線文が施文される。594～ 597は底部片である。594の内面はナデ調整、外

面は貝殻条痕の後ナデを施し、底部の縁には刻み目を巡らせる。595は 2ヶ 所穿孔がある。5960597

の外面は丁寧に磨かれている。598・ 599は不明遺物である。598は耳栓であろうか。端部には刻み目

が施されている。599は内面に貝殻条痕を施し、外面を貝殻条痕と貝殻刺突文により施文している。
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表9 集石遺構計測表①
集石番号

礫の分布範囲 (m)
配石

礫の数 掘 り込みの規模 (m) 出 土 遺 物
炭化物 備 考

長軸 短 軸 (個 ) 長軸 短軸 深 さ (番号は図面番号 )

SI-1 141 鉦
小

116 458・ 459の 他 f暑 :サヤ4点
SI-2 086 0.59 霊

ハ
1 04 0.86 0.26 有

SI-3 土器片 1点・頁岩剥片 1点・
チャート剥片 1点

SI-4-A 2.86 116 有 126 122 0.16
420・ 460・ 461の他に流紋岩礫1点・
チャート剥片2点・砕片1点

SI-5 1.09 l 有 0.93 093 0.2 チャー ト砕片 1点
SI-6 1.05 霊

（
298 109 044 チャー ト剥片 1点・砕片 1点

SI-7 206 1.38 征
ヽ

169 0.91 019 421・ 422・ 462・ 463の 他に
チャー ト礫 1点

SI-8 128 有 l 069 チャート剥片 3点・流紋岩
砕片 1点

SI-9 l.23 有 1.48 0.53
423の 他にチャート剥片 1点・

砕片 3点

SI-10 207 1.55 有 059 057 0.19 464～ 467・ 424～ 429の他にチャート
剥片2点・砕片3点・頁岩剥片2点・
黒曜石剥片3点・砕片1点

SI-11 3.23 212 征
小

3.62 235 0.28
430～ 432・ 468の他に土器片
9点・チャート剥片3点

SI-11-A 笠
〔

1 17 1 0.28 掘込の深い部分 を計測
SI-11-B 征

（
1 0.92 017 掘込の深い部分を計測

SI-12 2.33 185 鉦
（

0.76 047 024
SI-13 1.457 チャー ト礫 1点 C14年代9500± 60BP
SI-14 1.67 有 1,002 1.52 1 37 0.28 チャート礫 1点
SI-15 0.96 086 0.85 075 0.09

SI-16 1.89 1.12 鉦
小

SI-17 2.21 1.98 有 924 2.14 0.27 有

S -19 1.94 有 1.29 0.18

SI-20 0.82 缶
（

069 0.29

S -21 195 1.34 有 102 0.72 0.17

S -22 089 鉦
ヽ

068 0.67 チャー ト礫 4点
S -23 1.86 152 征

（ 有

S -24 2.37 征
ヽ

S -25 1.43 0.64 鉦
小

S -26 0.38 鉦
小

S -27 0.88 0.52 鉦
ヽ

-28 0.66 鉦
小

S -29 096 0.41 122 0.68 0.25
S -30 205 128 征

ヽ
1 64 0.15

-31 1.22 盤
ヽ

174 0.85 017
-32 162 1.19 霊

小
1.24

S -33 133 1.17 征
小

126 018
-34 1.95 165
SI-35 1.86 1.23 霊

小 土器片 1点 アカホヤ層上面にて検出
SI-36 1.87 征

小 アカホヤ層上面にて検出
SI-37 1.86 有 1,340 2.04 1.98 0.32
-38 1.44 1.33 征

小
137 1.36 0.12

SI-39 1.85 1.49 有 122 土器片 1点・頁岩剥片 1点・
チャート剥片 1点

SI-40 095
SI-41 1.13 096 有 1.05 1 0.38

SI-42 095 0.61 有 0.12

SI-43 068 039 無
小

SI-44 1.16 0.83 霊
（

-46 031 征

SI-47 0.77 鉦
小

434
-48 0.95 征

小
533 1.15 0.22

SI-49 112 1.06 征
ヽ

SI-50 0.81 鉦
（

SI-51 062 051
SI-52 0.88 0.81 霊

ハ
-53 0.85

SI-54 1.09 0.73 鉦
（

114 109 0.08
-55 0.77 069
SI-56 0.43 霊

ヽ
SI-58 0.75 0.66 缶

（
-59 1 77 1.66 1,659 156 146 025 チャー ト礫 1点 有

SI-60 217 笠
小

1.47 103 469の 他に土器片 2点・
チャート礫 1点 有

113 105 霊
（

093 074 鉦
（

258 1 098
-63 1.12 089 霊

小
440

1.23 1.04 鉦
ヽ

082 0.76 0.09

0.96 0.58 征
ヽ

-66 0.77 0.56 盤
ヽ

063 056 0.08

0.67 缶
ヽ

243 086 072 027 有

-68 083 0.44

1.57 征
（

091
-70 132 074

088 0.64 霊
（

441
1.58 082 征

小
149 1 72 1.65 0.19

0.81 0.61 霊
小
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表10 集石遺構計測表②
集石番号

礫の分布範囲 (nl)
配石

礫の数 掘り込みの規模 出 土 遺 物
炭化物 備 考

長軸 短軸 (個 ) 長軸 短軸 深 さ (番号は図面番号)

-75 125 霊
小

-76 0.99

-77 0.84 075 征
ヽ

-78 1.24 074
-79 1.62 1.18 鉦

小
1 53 0.95 028

-80 1.63 0.85 霊
小

-81 1.32 0.63 鉦
小

44 442・ 443
-82 2.02 1 53 征

（
1,051 1 11 0.96 023 有

-83 0.83 063 鉦
ヽ

444。 470
-84 1.29 l.06 霊

（
112 1.04 024

-85 093 征
ヽ

445～ 447
-86 0.94 049 無

¨
1.18 099 01

-87 1.46 055 霊
小

有

-88 0.93 078 征
（

103 086 0.16

-90 132 有 608 092 0.82 0.29 有

-92 184 146 有 1,358 1.54 1.34 0.65 土器片 2点 有 C14年代8860± 70BP
-93 193 174 缶

ヽ
1.37 1.04 009

-94 2.45 缶
小

-95 133 114 0.85 057 012 448
-96 287 缶

ヽ

“

9。 450の他に土器片3点
-97 235 1.32 盤

（
1,046 2.14 035 有

-98 1.15 076 征
ヽ

-99 102 087 霊
小

0.65

SI-100 325 173 有

SI-101 117 041 征
小

SI-102 106 074 征
ヽ

0.96 088 023 有

SI-103 076 075 有

SI-104 267 2.46 有 5,327 2.69 251 1 22 有 C14奪ニイt8360± 70BP
SI-105 099 霊

（
有

SI-106 112 0.88 有 不 明 不 明 不明 452 風倒木により撹乱うける

SI-107 128 l 有 111 0.94 0.16

SI-108 1 069 鉦
小

229 不 明 不 明 不明 風倒木により撹乱うける

SI-109 1.08 0.62

SI-110 1.83 159 鉦
（

2.01 1.87 0.15

SI-111 078 鉦
（

453

SI-112 277 2.25 有 5,283 2.76 0.97 チャート礫 1点 有 C14奪ニイt8240± 90BP
SI-113 10.6 096 征

¨
1.32 019 有

SI-114 136 122 有 117 0.22 有

S -115 184 霊
小

1,012 1.53 135 0.32 C14年代 7880± 80BP
-116 1.07 0.94 有 1.125 138 1.27 0.56

-117 131 1.02 缶
小

l.19 1.15 015 有

-118 131 有 1.207 1.52 1.44 058 有

-119 1.11 1.02 缶
（
488 1.16 0.22 有

-120 089 0.67 473・ 474
-121 1.55 1.22 征

（
0.98 0.26

-122 1.68 1.47 122 0.96 0.18

-123 137 1 15 霊
小

092 0.84 0.24 454の 他にチャート礫 1点

-124 077 045 鉦
小

-125 098 0.59 霊
ハ

051 0.45 0.11

-126 208 126 071 0.32

-127 211 霊
ハ

553 1.44 012
-128 157 079 有 0.68 055 0.19 有

-129 霊
小

-130 1.09 064 無
ヽ

-131 075 0.51 缶
ヽ

-132 085 0.28 鉦
〔

0.57 0.48

-133 1.06 0.82

-134 0.78 0.36 盤
小

-135 074 0.46 最
小

-136 115 074 鉦
（

062
-137
-138 065 0.51

-139 094 0.67 笠
ヽ

-140 1 18 霊
（

-141 1.54 1.03 鉦
小

1.08 085 0.09

SI-142 176 127 霊
小

SI-143 067 0.65 霊
〔

SI-144 0.98 0.65 征
小

SI-145 1.29 1.11 無
小

0.98 011
SI-146 144 097 笠

ヽ
-147 075 0.65 霊

小
SI-148 143 征

ヽ
SI-149 0.85 067 盤

小
SI-150 082 0.61 014 チャート礫 1点
-151 2.06 1.09 125 115 0.09 有

S -152 084 0.59 1,046 有

-153 1.88 105 鉦
（

S -154 081 霊
（

-155 192 1.07 鉦
小

S -156 095 091
-157 1.93 084 征

（
107 107

-158 071 0.58 44

S -159 1.57 有 223 476
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表11 集石遺構計測表③
集石番号

礫の分布範囲 (m)
配石

礫の数 掘り込みの規模 m) 出 土 遺 物
炭化物 備 考

長 軸 短軸 (個 ) 長軸 短軸 深 さ (番号は図面番号 )

SI-160 1 12 0.72 鉦
（

有

SI-161 鉦
（

455・ 456の他にチャート礫 1点

SI-162 0.97 征
（

チャー ト礫 1点 残存部分による計測
SI-163 1 缶

（
残存部分による計測

SI-164 征
小

SI-165 征
（

SI-166 征
（

チャー ト剥片 1点

SI-167 缶
（

SI-169 盤
ヽ

292

SI-170 有 2,851 有 C14年代8120± 60BP
SI-171 缶

（
0.67 有

SI-172 有 457
SI-173 缶

（
SI-174 072 征

（
SI-175 有 1 477
SI-176 有 有

表12 縄文時代早期遺構内出土石器計測表
番号 器 種 出土地点 長さ (cm) 幅 (cm) J享 さ (cm) 重さ (g) 石   材 備 考

打製石鏃 SI-1 チャート 鍬形族・脚部欠損

打 製石鏃 SI-1 チャート
2次加工ある剥片 SI-4 砂岩

石皿 SI-4 17.35 46 砂岩

打製石鏃 SI-7 チャート

敲石 SI-7 894.5 砂岩 端部 に打痕有 り

石核 SI-10 黒曜石

スクレイパー SI-10 ホルンフェルス

尖頭状石器 SI-10 l 頁岩

剥片 SI-10 頁岩

剥片 SI-11 黒曜石

磨 石 SI-60 308,7 尾鈴酸性岩 下半部欠損

スクレイパー SI-83 砂岩 礫器とも考えられる 。刃部のみ残存

磨 石 S -100 6.9 流紋岩

472 打 製石斧 -118 頁岩

473 磨 石 -120 265.9 尾 鈴酸性岩 下半部 欠損

磨 石 -120 3416.5 尾鈴酸性岩 下半部欠損

475 剥片 -145 チャー

剥片 -159 頁岩 打点部欠損

477 石 核 -175 14 2.5 黒曜石

磨石 SC-44 砂岩

表13 縄文早期土器観察表①
番号 器  種 残存部位 口径 器高 底部留 外面の調整 。文様 内面の調整 。文様 外面の色調 内面の色調 備 考

420 深鉢 胴 部 貝殻条痕 剥落 してお り不明 明褐灰 灰 白

深鉢 (岩本式 ) 口縁部 S17 刻み 目 (口唇部 )。 ナデ ナデ にぶい褐 明褐灰

深鉢 (石坂上式) 底部 貝殻条痕 。綱代痕 (底部 ) ナデ にぶい黄橙 灰 白

深鉢(下剥峰式) 月同部 貝殻腹縁刺突 ナデ にぶい褐 灰 白

424 深鉢 胴 部 貝殻条痕 ナデ にぶい褐 明褐灰

深鉢 (下剥峰式) 胴部 貝殻腹縁刺突 ナデ にぶい褐 にぶ い褐

深鉢 (桑 ノ丸式) 胴部 羽状 の短 沈線文 ナ デ にぶ い赤褐 明褐 灰

427 深鉢 胴 部 貝殻条痕 ナデ にぶい赤褐 にぶい赤褐

428 深鉢 胴部 貝殻条痕 ナデ にぶい黄橙 にぶい黄橙
深鉢 胴 部 S110 貝殻条痕 貝殻条痕 にぶい黄褐 明褐灰

深鉢(楕円押型文) 胴部 楕円押型文 ナデ にぶい赤褐 褐

深鉢(山形押型文) 底部付近 山形押型文 ナデ にぶい黄橙 にぶ い黄褐

深鉢(山形押型文) 胴 部 山形押型文 風化によ り不明 にぶい黄橙 明褐灰

深鉢 (平桁式) 胴部 刻目突帯 ナデ にぶい黄褐 にぶい黄褐
深鉢 胴 部 貝殻条痕 ナデ にぶい黄褐 灰 白

深鉢(前平式) 胴 部
縦位の刺突文 (口唇部)
貝殻条痕

ナデ にぶ い褐 明褐灰

深鉢 胴部 貝殻条痕 ナデ にぶい黄褐 明褐灰

深鉢 (塞 ノ神式) 頸部 沈線文・ナデ ナデ にぶ い黄褐 灰 白

深鉢 底部 ナデ ナデ にぶい褐 明褐灰
深鉢 口縁部 S162 貝殻条痕 ナデ にぶ い褐 明褐灰

440 深鉢 胴 部 貝殻条痕 ナデ 明褐灰 にぶい黄橙

441 深鉢 (前平式 ) 胴 部 S171 貝殻条痕 ナデ 褐 明褐灰

442 深鉢 口縁部 ナデ ナデ 灰褐 灰 白

“

3 深 鉢 胴 部 縦位の撚糸文 ナデ 灰褐 灰 白

四 深鉢 胴部 貝殻条痕 ナデ にぶい黄褐 明褐灰

445 深鉢 (桑 ノ丸式 ) 胴部 S185 貝殻条痕 ナデ にぶい褐 灰黄褐

446 深 鉢 胴部 貝殻条痕 貝殻条痕の後ナデ にぶい黄橙 灰 白

447 深 鉢 底部 S185 貝殻条痕 ナデ 灰 白 灰 褐
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表14 縄文早期土器観察表②
器  種 残存部位 出土地点 口径 器高 底部径 外面の調整 。文様 内面の調整・文様 外面の色調 内面の色調 備 考

448 深鉢 (塞 ノ神式 ) 胴 部 S195 縦位の撚糸文 ナデ 灰昔褐 灰昔褐

449 深鉢 (桑 ノ丸式) 胴 部 S196 貝殻条痕 ナデ にぶ い褐 灰 自

深鉢 (桑 ノ丸式 ) 胴部 S196 貝殻条痕 ナデ にぶい褐 灰黄褐

深鉢 胴 部 S1101 貝殻条痕 ナデ にぶい褐 褐灰

深鉢 胴部 Sl10( 貝殻条痕 ナデ 灰 自 明褐灰
深鉢 胴 部 Sllll 貝殻条痕 ナデ にぶい黄橙 明褐灰

深鉢 月同部 貝殻条痕 ナデ にぶい褐 り1褐灰
455 深鉢 (桑 ノ丸式 ) 胴 部 Sl1 61 羽状の短沈線文 ナデ にぶい褐 明褐灰

深鉢(J‐タイプ) 月同部 Sl161 貝殻腹縁刺突・羽状の短沈線 ナデ 褐 り1褐灰
457 深鉢 (前平式 ) 胴 部 貝殻条痕 ナデ にぶい黄橙 灰 白

深鉢(下剥峰式) ほぼ完形 SC43 クシ状工具による東1突 ナデ にぶい黄褐 灰黄褐 C14年代8960± 70BP
深鉢 (塞 ノ神式 ) 口紘慶都 SC44 刻み目 (口唇部)・ ナデ (口縁部) ナデ にぶい橙 にぶ い褐

深鉢(塞 ノ神式) 口縁部～胴部 SC44 2
亥1み目 (口 FI部 )。 ナデ (口縁
部)。 縦位の撚糸文。沈線文

ナデ にぶい褐 にぶ い褐 波状 口縁

482 深鉢 (塞 ノ神式 ) 口縁部～胴部 SC44
み
部

刻

縁
(口唇部)・ 沈線文 (口
・縦位の撚糸文・沈線文

ナデ 灰黄褐 にぶい褐 波状日縁 。穿孔有り

深鉢(岩本式) 口縁部 V 刻み目 (口唇部)・ 斜位の連続
刺突文 (口縁部)・ 貝殻条痕

ナデ にぶい赤褐 にぶい褐

深鉢 (岩本式) 口縁部 皿
刻み目 (口唇部)。 貝殻腹縁
刺突文 (口縁部)・ 貝殻条痕

貝殻条痕 にぶい褐 褐

485 深鉢(岩本式) 口縁部 V 亥1み 目 (口縁部)・ 貝殻腹縁押
し引き文 (口縁部)。 貝殻条痕

貝殻条痕 にぶい褐 にぶ い褐

深鉢 (岩本式) 口縁部 V 刻み目 (口縁部)・ 連点
文 (口縁部)。 貝殻条痕

貝殻条痕 にぶい褐 にぶ い褐

深鉢 (岩本式) 口縁部～胴部 Ⅲ

刻み目 (口唇部)。 貝殻腹縁
押引き文 (口縁部)。 貝殻条
痕の後ナデ

貝殻条痕の後ナデ にぶい黄褐 灰 赤

深鉢 (岩本式) 口縁部 V 刻み目 (口唇部)。 貝殻腹縁押
引き文 (口縁部)・ 貝殻条痕

貝殻条痕 にぶい褐 にぶい褐

深鉢(前平式) 口縁部 V 縦位の刺突文 (口縁部)
貝殻条痕

ナデ にぶい橙 にぶい黄褐

深鉢 (前平式 ) 口縁部 Ⅵ 縦位 の東J突文 ・ 貝殻条痕 ナデ にぶい黄橙 にぶ い黄褐 穿孔有 り

深鉢(前平式) 口縁部 V 縦位の刺突文 (口縁部)
貝殻条痕

ナデ にぶい褐 明赤褐

492 深鉢(前平式) 口縁部 Ill

縦位の刺突文 (日縁部)
貝殻条痕

貝殻条痕 にぶい褐 にぶい褐

深鉢 (前平式 ) 口縁部 V 縦位の刺突文 (口唇部・
口縁部)。 貝殻条痕

ナデ にぶい赤褐 にぶい褐

494 深鉢 (前平式 ) 口縁部 Ⅲ
縦位の刺突文 (口縁部)
貝殻条痕

貝殻条痕 にぶ い褐 褐

深鉢(前平系?) 胴部 V 貝殻条痕 ナデ にぶい褐 褐

深鉢 (前平系 ?) 胴 部 Ⅲ 貝殻条痕 貝殻条痕 にぶ い褐 にぶ い褐

深鉢 (前平系 ?) 底 部 V 貝殻条痕 ナデ にぶい赤褐 褐

498 深鉢 (倉園 B式 ) 底 部 V 貝殻条痕 ナデ にぶ い橙 灰黄褐

深鉢 (下剥峰式 ) 口縁部 V 貝殻腹縁刺突 ナ デ にぶい褐 にぶい褐

500 深鉢 (下剥峰式) 口縁部 Ⅲ クシ状工具による刺突 ナデ にぶい褐 にぶい黄褐

深鉢 (下剥峰式 ) 口縁部 V クシ状工具による刺突 ナデ にぶい赤褐 褐

502 深鉢 (下剥峰式 ) 口縁部 V クシ状工具による刺突 ナデ にぶい黄褐 にぶい黄褐

深鉢(下剥峰式) 口縁部 V 貝殻腹縁刺突 ナデ にぶい褐 灰黄褐

深鉢 (下剥峰式 ) 口縁部 V 貝殻腹縁押引 ナデ にぶい褐 にぶ い褐

深鉢(ド剥峰式) 口縁部 Ⅵ クシ状工具による刺突 ナデ 灰黄褐 灰黄褐

506 円筒 (石坂上式) 口縁部 V 日
‐
7vL粂 編 .西‖饗 政 ナデ にぶい褐 にぶ い褐 波状 口縁

507 深鉢(下剥峰式) 口縁部 Ⅵ
縦位の刺突文・クシ状
工具による刺突

ナデ 暗灰黄 灰黄褐 瘤状突起有り

深鉢 (下剥峰式 ) 口縁部 Ⅲ クシ状工具による刺突 ナデ 明赤褐 にぶ い褐

深鉢 (下剥峰式 ) 口縁部 Ⅵ クシ状工具による刺突 ナ デ にぶい黄褐 にぶ い黄褐

深鉢 (下剥峰式) 口縁部 V 貝殻腹縁刺突 ナデ にぶい橙 にぶい橙

深鉢 (下剥峰式 ) 口縁部 V 貝殻腹縁刺突 ナデ にぶい黄褐 にぶ い黄褐

深鉢 (下剥峰式 ) 胴 部 Ⅲ 貝殻腹縁刺突 ナデ にぶい橙 にぶい褐

深鉢 (下 剥峰式 ) 胴 部 Ⅵ クシ状工具による刺突 ナデ にぶい黄褐 褐

深鉢 (下剥峰式 ) 胴 部 Ⅵ クシ状工具による刺突 ナデ 褐 にぶい褐

深鉢 (下 剥峰式 ) 月同部 V 貝殻 IIn縁 押 引 き ナ デ にぶい黄褐 にぶい黄褐

深鉢 (下剥峰式 ) 胴 部 V クシ状工具による刺突 ナデ にぶい褐 褐

深鉢 (下剥峰式 ) 胴 部 Ⅵ クシ状工具による刺突 ナデ にぶい褐 にぶい褐

深鉢 (桑 ノ丸式 ) 胴 部 Ⅲ 貝殻条痕 ナデ にぶい褐 灰黄褐

深鉢(桑 ノ丸式) 口縁部 Ⅲ 貝殻条痕 ナデ にぶい褐 にぶい黄褐

520 深鉢 (桑ノ丸式 ) 胴 部 V 貝殻条痕 ナデ にぶい褐 にぶ い赤褐

521 深鉢 (妙見 式 ) 胴 部 V 地文 に縄文・縄文 (突帯 ) ナデ 褐 にぶい褐

522 深鉢 (平桁式 ) 口縁 部 V 刻み目 (口 唇部 )・ 渾点文・沈線文 ナデ 褐 にぶい黄褐

523 深鉢 (平杵式 ) 胴 部 Ⅵ
縦位の貼付突帯 `

沈線文・連点文
ナデ にぶ い褐 にぶい黄褐

524 深鉢 (平椿式 ) 口縁部 Ⅲ 突帯・沈線文・連点文 ナデ にぶい黄褐 にぶい黄褐

525 深鉢 (平桁式 ) 胴 部 皿 突帯・沈線文・連点文 ナデ にぶ い褐 にぶい褐

深鉢 塞 ノ神式 ) 口縁部 Ⅵ 羽状の刻み目 (口唇部 )・ 沈線文 ナデ にぶ い黄褐 にぶい褐

深鉢 塞ノ神式) 口紡遷部 V 羽状の刻み日 (口唇部)。 沈線文 ナデ にぶい褐 にぶい褐

深鉢(塞 ノ神式) 口縁部～胴部 Ⅲ
羽状の刻み目 (口唇部)
沈線文・連点文

ナデ にぶい橙 にぶい黄橙

深鉢 塞ノ神式 ) 口癌遷邦 V 羽状の刻み 目 (口唇部 )・ 沈線文 ナデ にぶい黄橙 にぶい黄橙

深鉢 (塞 ノ神式 ) 口縁部 V 羽状の刻み目 (口唇部)・ 沈線文 ナデ にぶい褐 にぶい黄橙

深鉢 (塞 ノ神式 ) 口綾曝郡 Ш 羽状の刻み 目 (口唇部 )・ 沈線文 ナデ にぶ い黄橙 にぶい黄褐

深鉢 (塞 ノ神式 ) 頸部 V 沈線文 ナ デ 褐 にぶい黄褐

深鉢(塞ノ神式) 頸部 Ⅲ 沈線文・縦位の撚糸文 ナデ にぶい褐 にぶい褐

534 深鉢 (塞 ノ神式 ) 頸部 V 沈線文 。縦位 の撚 糸文 ナ デ 灰黄褐 にぶい褐

535 深鉢 (塞 ノ神式) 胴 部 Ⅲ 沈線文 。縦位の撚糸文 ナデ にぶい赤褐 にぶい褐
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表15 縄文早期土器観察表③
番号 器  種 残存部位 出土地点口径 器高 底部径 外面の調整 。文様 内面の調整・文様 外面の色調 内面の色調 備 考

536 深鉢 (塞 ノ神式 ) 胴 部 V 縦位の撚糸文 ナデ にぶい黄橙 にぶい黄橙

537 深鉢 (塞ノ神式 ) 胴 部 Ш 縦位の撚糸文 ナデ にぶい褐 にぶい褐

深鉢(塞ノ神式) 胴部 V 沈線文・縦位の撚糸文 ナデ にぶ い褐 にぶい褐

深鉢 (寒 ノ神式 ) 底部 V 縦位の撚糸文 ナデ にぶい赤褐 にぶい赤褐

深鉢 (塞 ノ神式 ) 口縁部 V 貝殻腹縁刺突 ナデ にぶい黄褐 にぶい黄褐

深鉢(塞 ノ神式) 口縁部 Ⅲ
刻み目 (口唇部)
貝殻腹縁刺突文

ナデ にぶい黄橙 にぶい黄橙

542 深鉢(塞 ノ神式) 胴部 貝殻腹縁束J突 ナ デ にぶい黄褐 にぶい黄褐

深鉢 (塞 ノ神式 ) 口縁部～胴部 Ш 貝殻条痕の後ナデ・沈線文 ナデ にぶい褐 灰黄褐

544 深鉢(楕円押型文) 胴部 V 楕円押型文 ナデ にぶい赤褐 にぶい赤褐

545 深鉢(楕円押型文) 胴部 Ⅲ Fi4‐ 円押型文 ナデ にぶい赤褐 にぶい褐

深 鉢 胴 部 V 無節縄文 ナ デ にぶい褐 にぶい赤褐

深鉢(楕円押型文) 胴部 V 楕円押型文 斜方向のナデ にぶい赤褐 にぶい赤褐

深鉢(楕円押型文) 口縁部 V 楕円押型文 格円押型文 (口縁部)。 ナデ にぶい黄橙 にぶい黄橙

深鉢(山形押型文) 胴部 V 山形押型文 貝殻条痕 にぶい褐 にぶい黄褐

550 深鉢 (手 向山式 ) 口縁部 Ⅲ 山形押型文 山形押型文 (口縁部)・ ナデ にぶい黄橙 にぶい黄橙

深鉢 (苦浜式 ) 胴部 Ⅲ 波状 の 貝殻腹縁刺 突文 貝殻条痕 にぶい褐 にぶい褐

552 深鉢 (条痕文土器 ) 口縁部 Ⅲ 刻み 目 (口 唇部 )・ 貝殻条痕 貝殻条痕 黄灰 黒褐

深鉢(条痕文土器) 口縁部 Ⅲ 刻み 日 (口唇 部 )・ 貝殻条痕 貝殻条痕 にぶい黄褐 にぶい黄褐

554 深鉢 (条痕文土器) 口縁 部 Ⅲ 刻み 目 (口唇部 )。 貝殻条痕 貝殻条痕 にぶい黄褐 灰黄褐

555 深鉢(条痕文土器) 口縁部 Ⅲ 刻み目 (口唇部)。 貝殻条痕 ナ デ 灰褐 にぶい褐

深鉢 (条痕文土器) 口縁部 Ⅲ 刻み 目 (口唇部 )。 貝殻条痕 貝殻条痕 にぶい褐 にぶい褐
557 深鉢(条痕文土器) 口縁部 Ⅲ 刻み 日 (口唇部 )。 貝殻条痕 貝殻条痕 にぶい黄褐 にぶい黄褐

深鉢 (条痕文土器) 口縁部 Ⅲ 刻み 目 (口唇部 )。 貝殻条痕 貝殻条痕 黄灰 黄灰

深鉢(条痕文土器) 日縁部 Ⅲ 刻み日 (口唇部)。 貝殻条痕 ナ デ にぶい黄褐 暗灰黄

深鉢(条痕文土器) 口縁部 Ⅲ 刻み 目 (口唇部 )。 貝殻条痕 ナデ にぶい褐 にぶい黄褐

深鉢(条痕文土器) 口縁部 Ⅲ 刻み 目 (口唇部 )・ 貝殻条痕 ナ デ 灰褐 にぶい黄褐

562 深鉢(条痕文土器) 口縁部 Ⅲ 刻み目 (口唇部)。 貝殻条痕 ナデ 灰黄褐 にぶい黄橙

563 深鉢(条痕文土器) 口緬薩部 Ⅲ 刻み 目 (口唇部 )。 貝殻条痕 貝殻条痕 灰黄褐 暗灰黄

564 深鉢(条痕文土器) 口縁部 V 刻み目 (口唇部)・ 貝殻条痕 ナデ にぶい黄褐 灰黄褐

565 深鉢(条痕文土器) 口縁部 Ⅲ 刻み 目 (口唇部 )。 貝殻条痕 貝殻条痕 にぶい褐 灰黄褐

深鉢(条痕文土器) 口縁部 Ⅲ 刻み目 (口唇部)。 貝殻条痕 ナデ にぶい褐 にぶ い褐

567 深鉢(条痕文土器) 口縁 部 Ⅲ 刻み 目 (口唇部 )。 貝殻条痕 ナデ にぶい褐 灰黄褐

568 深鉢(条痕文土器) 口縁部 Ⅲ 刻み目 (日唇部)。 貝殻条痕 貝殻条痕 にぶい黄褐 にぶい褐

569 深鉢(条痕文土器) 口縁部 V 刻み 目 (口唇部 )。 貝殻条痕 貝殻条痕 にぶい黄褐 にぶい黄褐

深鉢(条痕文土器) 口縁部 Ш 刻み 目 (口唇部 )・ 貝殻条痕 貝殻条痕 にぶい褐 にぶい黄褐

深鉢 条痕文土器) 口縁部 V 刻み 目 (口唇部 )・ 貝殻条痕 貝殻条痕 にぶい黄褐 灰黄褐

572 深鉢(条痕文土器) 口縁部 皿
刻み目 (口唇部)・ 貝殻
条痕の後ナデ 。沈線文

貝殻条痕 にぶい黄褐 にぶい黄褐

573 深鉢 (条痕文土器) 口縁 部 Ⅲ 刻 み 目 〈日唇部 )・ 貝殻条痕 ナデ にぶ い黄褐 にぶ い黄褐

574 深鉢(条痕文土器) 口縁部 Ⅲ 刻み目 (日唇部)・ 貝殻条痕
貝殻条痕の後ナデ
貝殻条痕 (口縁部)

灰褐 灰褐

575 深鉢 条痕文土器) 口縁部 Ⅲ 刻み目(口縁部)・ 波状の沈線文 貝殻条痕 にぶい黄褐 にぶい黄褐

576 深鉢 条痕文土器) 口縁 部 Ⅲ 刻み 目 (口唇部 )。 貝殻条痕 貝殻条痕 にぶ い黄橙 暗灰黄

577 深鉢(条痕文土器) 口務婿郡 Ⅲ 刻み目 (口唇部)。 貝殻条痕 貝殻条痕 灰黄褐 灰褐

578 深鉢(条痕文土器) 口縁部 Ⅲ 刻み目 (口唇部)。 貝殻条痕 ナデ 暗灰黄 灰黄褐 穿孔有 り

深鉢(条痕文土器) 口縁部 ～胴 部 Ⅲ 刻み 目 (口唇部 )・ 貝殻条痕 ナデ 灰黄褐 褐

深鉢(条痕文土器) 胴部～底部 Ⅲ 刻み目 (口唇部)。 貝殻条痕 貝殻条痕 にぶ黄 黄灰 ス ス付着

581 深鉢(条痕文土器) 胴部 Ⅲ 貝殻条痕 貝殻条痕 灰黄褐 にぶい褐 スス付着

582 深鉢 口縁部 Ⅲ
刻み目(口唇部)。 ×状の沈線文
(口縁部)。 突帯・貝殻条痕

ナデ 灰褐 にぶい褐

583 深鉢 口縁部 V 貝殻条痕 ナデ にぶい黄橙 にぶい黄褐

深鉢 口縁部 V 貝殻条痕 ナデ 灰黄褐 暗灰黄

深鉢 (前平系 ) 月同部 V 貝殻条痕 ナデ にぶい黄橙 にぶい黄褐

586 深鉢 (前平系 ) 胴 部 V 貝殻条痕 ナデ にぶい褐 にぶい褐

深鉢(桑ノ丸式) 口縁部 Ⅵ 羽状の短沈線文 ナデ 黄褐 にぶい黄褐

深鉢 (桑ノ丸式) 胴部 V 羽状の短沈線文 ナデ にぶい黄褐 にぶい黄褐

深鉢 (桑ノ丸式 ) 胴部 Ⅵ 羽状の短沈線文 ナデ にぶい褐 にぶ い褐

深鉢 胴部 Ⅲ 刺突文 貝殻条痕 にぶい褐 灰褐

深鉢 胴部 Ⅲ ナデ・刺突文 ナデ にぶい赤褐 褐 赤化著 しい

592 一霊 口縁部 V ナ デ ナデ にぶい黄褐 灰黄褐

593 壺 (塞ノ神式 ) 口縁部 Ⅵ 沈線文 ナ デ にぶい橙 にぶい褐

深鉢 底部 V 貝殻条痕の後ナデ ナデ にぶい黄褐 にぶい黄褐 底部の縁に刻み目有り

595 深鉢 底部 V ナデ ナ デ にぶい橙 にぶい黄橙 穿子L有 り

深鉢 底部 V ナデ ナデ にぶい褐 褐

597 深鉢 底部 Ⅵ ナデ 。網代底 (底部) ナデ にぶい黄橙 暗灰黄

耳栓 ? 口縁部 V 刻み目 (口唇部)ナデ ナデ にぶい黄褐 にぶい黄褐

不 明 不 明 V 貝殻条痕・貝殻腹縁刺突文 貝殻条痕 |こ 兆ヾ い にぶい黄橙
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第 6章 その他の遺構・遺物について

第 1節 その他の遺構 (溝状遺構・不明遺構)について
4層上面にて溝状遺構を 5条検出した。いずれの溝も様々な時代の遺物が混入しており、時期を明

確に示すことはできないが、埋土中におそらく文明軽石と思われる火山灰を含むものが有り (SE-3・

4)、 その時期にあたる可能性が高い。ここでは各溝状遺構の概要と不明遺構について述べる。

■SE-2(第 79図・表16)
南～北方向に伸びる溝状遺構である。数ヶ所撹乱を受ける。長さは約 6m、 幅は lmで深さは0.2

mを測るが、北に向かうにつれて浅くなる。

埋土中からは須恵器片・土師器片・弥生土器片・縄文土器片などが出土した。

■SE-3(第 79図・表 16・ 17)
東～西方向に伸びる溝状遺構である。長さは約33m、 幅は2.3m、 深さは0.55mを測る。西側に向

かうにつれて浅くなる。埋土中に文明軽石と思われる火山灰を含む。

埋土中からは土師器片 0弥生土器片・打製石鏃などが出土した。

■SE-4(第 79図・表16)
SE-3と 並列する東～西方向に伸びる溝状遺構である。長さは約20m、 幅は1.8m、 深さは0.3m

を測る。西側に向かうにつれて浅くなる。埋土中に文明軽石と思われる火山灰を含む。

埋土中からは土師器片 0弥生土器片・縄文土器片などが出土した。

■SX-1(第 80図・表16)
畑の耕作による撹乱を受けた不整形なプランの上に須恵器片が焼礫と共に集中して出土していた。

この様な状況からSX-1は 須恵器の集中箇所と集石が撹乱をうけたものであると考えられる。
640は須恵器甕の頸部～胴部の破片である。頸部の屈曲は明瞭である。外面には格子状の叩き目を

施し、内面は当て具痕をナデ調整により消している。

第 2節 柱穴について
アカホヤ火山灰層が残存していた調査区の北西部には数多くの柱穴が検出された。しかし、建物跡

のように規則的に配列するものなどは特に確認されなかった。当遺跡で検出された柱穴に関しては検

出面 。埋土状況から全てアカホヤ火山灰降灰以後のものと考えられる。また柱穴の埋土中からは土師

器 。弥生土器・縄文時代後期の土器などが出土した。ここでは、柱穴から出土した石器と縄文時代後

期の土器の図面を提示しておく。 (第 81図・表 16・ 17)
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表16 溝状遺構 。SX-1・ 柱穴内出土土器観察表
番号 種類・器種 残存部位 出土地沖 口径 器高 底部径 外面の調整 。文様 内面の調整・文様 外面の色調 内面の色調 備 考

600 陶磁器壺 口縁部 SE 2 縮 ナ デ 得 怖 Ilh・ 自 フ 灰 I喜 | 灰黄

須恵 23? 口縁部 SE2 横ナデ 横ナデ にぶい褐 にぶ い褐

須恵器甕 胴部 SE2 格子 日たたき ナデ 灰 灰黄褐

須恵器甕 胴部 SE2 格子 目たたき 放射状の当て具痕 黄灰 黄灰

須恵器甕 胴部 SE 2 格子日たたき 放射状の当て具痕 黄灰 黄灰

布痕土器 胴部 SE2 横ナデ 布 目圧痕 橙 明褐

土師器杯 体 部 SE 2 横ナデ 横ナデ 橙 にぶい橙

土師器杯 底部 SE2 ナデ 横ナデ 。縦ナデ にぶい橙 明黄褐

弥生土器甕 口縁 部 SE 2 ナデ ナデ にぶい橙 にぶい橙

弥生土器小

型丸底壺
口縁部 SE2 ナデ ナデ にぶい橙 にぶい褐 外面にスス付着

弥生土器 底部 SE2 ナデ ナデ にぶい褐 にぶい黄褐

縄文土器浅鉢 口縁部 SE3 ミガキ ミガキ 灰黄褐 暗灰黄

土師 23甕 口縁部 SE3 横ナデ 横ナデ にぶい褐 橙

土師器甕 口縁 割ζ SE3 精ナデ 横ナデ にぶい橙 にぶい橙

土師器杯 口縁部 SE3 横ナデ 横ナデ 橙 橙

土師器杯 口縁部 SE 3 横ナデ 横ナデ にぶい橙 にぶ い橙

土師器杯 口陽畷郡 SE 3 横 ナ テ 横ナデ にぶい黄橙 にぶい黄褐

土師器杯 口縁 部 SE 3 横ナデ 横ナデ にぶい橙 にぶい橙

土師器杯 口極鰤郡 SE3 ナデ ナデ にぶい橙 にぶい橙

土師器甕 口縁部 SE3 横ナデ 横ナデ にぶい橙 にぶい橙
620 土師器甕 口縁部 SE3 横ナデ 横ナデ にぶい褐 にぶい褐 内面に丹塗 り有 り

土師器甕 □縁刑 SE 3 横ナデ 横ナデ にぶい橙 にぶい橙

622 土師器杯 口縁部 SE3 横ナデ 横ナデ 橙 にぶい褐

土師器杯 底部 SE3 ナデ ナデ にぶい橙 にぶい褐

624 土師器杯 底部 SE 3 横ナデ・ヘラ切り後ナデ(底部) 横ナデ にぶい橙 にぶい橙

土師器杯 底部 SE 3 横ナデ・ ヘラ切 り (底部 ) 横ナデ にぶい橙 にぶ い褐

弥生土器甕 口縁部 SE 3 ナデ 風化により不明 にぶい橙 にぶい褐
627 弥生土器甕 口縁部 SE 3 横ナデ 横ナデ にぶい赤褐 にぶ い褐

628 弥生土器甕 口縁部 SE 3 横ナデ 横ナデ にぶい橙 にぶい黄橙 スス付着

弥生土器甕 口縁部 SE3 横ナデ 。ナデ 横ナデ にぶい橙 にぶい橙

弥生土器甕 胴 部 SE 3 横ナデ 。貼付突帯 ナデ 褐 褐

弥生土器壷 底部 SE 3 ナデ 風化により不明 にぶい黄橙 にぶい黄橙

土師器杯 底部 SE4 横ナデ・糸切 り 横ナデ にぶい黄橙 にぶい黄橙

弥生土器甕 口縁部 SE4 横ナデ 横ナデ にぶい橙 にぶい橙

635 弥生土器甕 口縁部 SE 4 横ナデ 横ナデ にぶい黄褐 にぶい橙

636 須恵器甕 胴部 SE4 格子目たたき 放射状の当て具痕 にぶい黄橙 にぶい黄橙

弥生土器甕 底部 SE4 横ナデ ハケの後ナデ にぶい黄褐 灰黄褐

弥生土器甕 底部 SE4 横ナデ ナデ にぶい橙 褐灰

細 文土器 浅鉢 口縁 部 SE4 ミガキ ミガキ 灰黄褐 にぶ い黄褐

須恵器甕 頸部～胴部 SX l
横ナデ (頸部)。 格子目
タタキ (胴部)

横ナデ (頸部)。 同心円文の
当て具の後ナデ (胴部)

黄灰 黄灰

縄文土器深鉢 口縁 部 ナデ ナデ 灰褐 灰黄褐

642 縄文土器深鉢 口縁部 ナデ・貝殻刺突文 ナ デ 灰黄褐 褐

643 縄文土器深鉢 口縁部 ナデ ナデ にぶい黄褐 にぶい褐

64 縄文土器深鉢 口縁部 貝殻条痕 ナデ にぶい赤褐 にぶい赤褐

645 縄文土器深鉢 口縁部 ナデ・貝殻刺突文 ナデ にぶい赤褐 にぶ い赤褐

縄文土器深鉢 口縁部 ナデ ナデ にぶい赤褐 にぶい赤褐

縄文土器深鉢 口縁部 ナデ 。工具による東1突文 貝殻条痕 にぶい赤褐 にぶい赤褐

縄文土器深鉢 口縁部 ナデ 。三本の沈線 ナデ 灰黄褐 灰褐

縄文土器 胴部 ナデ・貝殻刺突文 ナデ にぶい赤褐 明赤褐
650 縄文土器 胴部 ナデ・貝殻刺突文 ナデ にぶい赤褐 にぶい赤褐

縄文土器 月同部 ナデ 。貝殻刺突文 ナデ 褐 にぶい赤褐
652 縄文土器 胴 部 ナデ・貝殻刺突文 ナデ 灰褐 にぶい赤褐

縄文土器 胴 部 ナデ 。工具によるFll突文文 貝殻条痕 にぶい赤褐 にぶい褐
654 綱文 十器深鉢 底 部 ナ デ ナ デ にぶい赤褐 褐

表17 溝状遺構 0柱穴内出土石器計測表
番号 器 種 出土地点 長さ (cln) 幅 (cm) 厚 さ (cm) 重さ(g) 石  材 備 考

打製石鏃 SE-3 165 黒曜石

打製石鏃 柱穴 内 黒曜石

打製石鏃 柱穴内 1 チャート
ら57 石 錘 柱穴内 864 砂岩
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8～ 692は打製石鏃である。快りの深いものや浅いもの、側縁が鋸歯状のもの、直線的なものな

ど様々な形態・規模のものが出土している。665・ 672は帖地型の範疇に入るものであろうか。682は

未製品の可能性もある。片面に剥片の主要剥離面を大きく残す。685・ 686は鍬形鏃である。693～

698は石鏃の未製品である。698は 671のような石鏃の未製品であろうか。この他にも石鏃やその未製

品は多数出土している。使用石材としては黒曜石・チャー トが目立つ。6990700は磨製石鏃である。

699は浅い快りを持ち、700には快りがない。7010702は磨製石鏃の未製品である。701の 中央部に

は研磨の痕跡が見られる。699～ 702は弥生時代の遺物であると考えられ、いずれも粘板岩を使用し

ている。703・ 704は石匙である。704は一端を尖らすものである。7050706は石錐である。706は

幅広の不定形な縦長剥片の一端を調整し、錐部を作り出す。707～ 713はスクレイパーである。7110

712は片面に自然面を多く残す剥片を素材とし、粗く刃部調整をおこなったものである。712の 刃部

は鋸歯状を呈する。714～ 718は剥片である。714・ 715は縦長剥片である。716と 717は折れた剥片

の接合資料である。717は 716と 接合する箇所にも二次加工が見られるので、もともと大きな剥片であっ

たものが二つ以上に折れた後、リダクションを行ったものであろう。718は 自然面を多く残す厚手の

剥片で712のようなものの素材となるものではないかと考えられる。719～ 726は石核である。いずれ

も打面調整は行っていない。7230725・ 726は作業面を転回しながら剥片剥離を行っている。石核の

使用石材としては砂岩・黒曜石が目立つ。砂岩製の石核は大きく、作業面も単面であまり剥片剥離を

行っていないという特徴に対し、黒曜石製のものは作業面を複数もち、小さいものが多いという特徴

が見られる。727～ 736は磨製石斧である。727・ 728は完形品である。729～ 732は磨製石斧の基部

の破片である。729は端部に打痕がみられ、石斧として使用し、欠損した後、敲石に転用されたもの

である。7310732は基部の先端が尖るものである。733～ 736は磨製石斧の刃部の破片である。737・

738は打製石斧である。土掘り具 (石鍬)と して使用されたものであろう。738に は部分的に研磨痕

が見られる。739～ 749は敲石である。739～ 742・ 7460748は素材となる礫の一面もしくは両面の

中央部に凹みを持つもの (凹み石)である。743～ 7450747・ 749は長い棒状の礫の端部に打痕が見

られるものである。敲石の使用石材のほとんどは砂岩である。750～ 752は磨石である。図示してい

るものの使用石材は砂岩であるが、他には尾鈴山酸性岩を使用するものも多く見られる。753～ 758

は石皿である。いずれも砂岩を使用する。759～ 761は軽石製の石製品である。7590760は 不明瞭で

あるが、表面に研磨の痕跡が確認される。762は棒状石製品である。乳白色の石材を使用し、研磨を

おこない両端部がにぶく尖った棒状に仕上げている。同様の資料は高千穂町の五ヶ村遺跡・神殿遺跡

B地区で出土している。763は打ち欠き石錘である。赤化した砂岩礫を使用する。764は溝砥石である。

砂岩礫を使用し、両面ともに数条の溝が確認される。
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第4節 旧石器時代の遺物について
調査区内に旧石器時代の包含層の確認トレンチを数ヶ所設定してみたが、どのトレンチからも遺物

を確認することはできなかった。しかし、縄文・弥生時代の遺構などから旧石器時代の遺物がわずか

ではあるが出土しているため、当遺跡内において旧石器時代の文化層が局所的には存在していたと考

えられる。ここでは旧石器時代の該当すると考えられる遺物を報告する。 (第 92図 。表20)

765は包含層より出土した青灰色の流紋岩製の細石核である。打面調整は特に行われず、細石刃の

剥離は側面全てにおよんでいる。形状は円錐形を呈している。同様の細石核は延岡市赤木遺跡などで

も出土している。

766は SI-9か ら出土した黒曜石製の細石核である。分割礫を素材とし、打面調整を特に行わず細

石刃を剥離している。作業面は 1面にのみ認められる。

767はSA-6か ら出土した黒色の頁岩製のナイフ形石器である。基部側を大きく欠損している。ブ

ランディング加工は背面左側に腹面方向からの加撃により行われている。

第92図 旧石器時代遺物実測図 (S=2/3)
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表18 包含層出土石器計測表①
番号 器 種 出土地点 長 さ (cm) 幅 (cm) 厚さ (cm) 重さ(g) 石   材 備 考

658 打製石鏃 Ⅲ 145 0.39 黒曜石

打製石鏃 Ⅲ 0.35 安山岩

660 打製石鏃 Ⅲ 1.35 0.21 黒曜石

打製石鏃 Ⅲ 1.75 1.55 黒曜石

打製石鏃 Ⅲ 1.45 142 チャート

打製石鏃 Ⅲ 黒曜石

664 打製石鏃 Ⅲ 135 035 チャート

打製石鏃 Ⅲ 玉髄 帖地形

打製石鏃 Ⅲ 黒曜石

667 打製石鏃 Ⅲ 安山岩 節理面有 り

打製石鏃 Ⅲ 185 チャート

669 打製石鏃 Ⅲ 2.05 安山岩
打製石鏃 Ⅲ 3 安山岩

671 打製石鏃 Ⅲ 黒曜石 先端をわずかに欠する

672 打製石鏃 Ⅲ 1 チャート 帖地形

673 打製石鏃 Ⅲ 黒曜 石 先端 を欠する

674 打製石鏃 Ⅲ 黒曜石 脚部 を欠する

675 打製石鏃 Ⅲ 黒曜石

676 打製石鏃 Ⅲ 1.55 1 黒曜石 茎部 を欠する

677 打製石鏃 Ⅲ 2.35 0.45 黒曜石

678 打製石鏃 Ⅲ 145 黒曜石 脚部 を欠する

679 打製石鏃 V 1.85 黒曜石

打製石鏃 V 1.1 黒曜石

打製石鏃 Ⅵ 2.15 0.55 黒曜石

打製石鏃 流紋岩

打製石鏃 125 チャート

打製石鏃 チャート

685 打製石鏃 0.45 チャー

打製石鏃 215 2.25 045 チャート
打 製石鏃 V 1.75 チャー

打製石鏃 265 035 黒曜石

689 打製石鏃 045 黒曜石

打製石鏃 チャート

691 打製石鏃 1.7 流紋岩

692 打製石鏃 2.2 安山岩

石鏃未製品 Ⅲ 235 035 1 ナヤー

石鏃未製品 Ⅲ 0.55 チャート

695 石鏃未製品 Ⅲ 2.55 頁岩

696 石鏃未製品 Ⅲ 2.12 1.39 061 黒曜石

697 石鏃 未製 品 Ⅲ ナ ヤー

698 石鏃未製品 Ⅵ 2.15 0.8 チャート

699 磨製石鏃 Ⅲ 195 11 粘板岩 先端部を欠する

磨製石鏃 粘板岩 基部の一部を欠する

磨製石鏃未製品 粘板岩

磨製石鏃未製品 Ⅲ 粘板岩
石匙 Ⅲ 3.5 755.9 頁岩

704 石 匙 Ⅲ 105 112 頁岩

石錐 Ⅲ 2.45 砂岩 尖端部 を欠する

石 錐 皿 365 サヌカイト
スクレイパー V 6.95 195 555 頁岩

スクレイパー V 4.55 1 22.1 流紋岩

スクレイパー Ⅲ 4.81 355 254 チャート

スクレイノヽ一 Ⅵ 142 チャート

スクレイパー Ⅲ 100.8 砂岩

スクレイパー Ⅲ 6.8 129.9 砂岩

スクレイノヽ― Ⅲ 2 112.6 頁岩

剥片 V 6.55 305 0.75 15.5 流紋岩

剥片 V 365 353 砂 岩

剥片 皿 流紋岩 717と接合
2次加工ある剥片 Ⅲ 647 流紋岩 716と接合

剥片 Ⅲ 1.85 砂岩

石核 皿 9.45 7.2 3.5 330.4 砂岩

石核 Ⅲ 10.7 293.7 砂岩

石核 Ⅲ 1.45 黒曜石

722 石 核 Ⅲ 黒曜石

723 石核 Ⅵ 4.25 1364 チャート

724 石核 V 3 55.7 玉髄

725 石 核 Ⅵ 5.45 34.9 頁岩

726 石核 Ⅲ 黒曜石

局部磨製石斧 V 7.95 3.75 74.8 ホルンフェルス
728 磨製石 斧 皿 11.5 2012 頁 岩

729 磨製石斧 7.7 156.3 ホルンフェルス

磨製石斧 皿 445 2.45 ホルンフェルス

磨製石斧 Ⅲ 265 ホルンフェルス

磨製石斧 Ⅲ 4.85 3.6 62.4 ホルンフェルス

磨製石斧 Ⅲ 1072 砂岩

磨製石斧 Ⅲ 55 5.85 60.8 ホルンフェルス

磨製石斧 Ⅲ 3.05 頁岩

736 磨製石斧 Ⅲ 665 1801 玄武岩

737 打製石斧 Ⅲ 746 頁岩

738 打 製石斧 皿 13.8 2016 ホルンフェルス
敲 石 Ⅲ 12.2 10.7 3.15 砂岩
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表19 包含層出土石器計測表②
番号 器 種 出土地点 長 さ (cm) 幅(cm) 厚さ (cln) 重 さ (g) 石  材 備 考

敲 石 V 7.6 289.8 砂岩

敲 石 Ⅵ 108 575.6 砂岩

敲 石 Ⅲ 3 92.6 砂岩

敲 石 Ⅲ 136 408.2 砂岩

744 敲石 Ⅲ 116.4 砂岩

敲 石 皿 67.4 砂岩

敲石 Ⅲ 12.7 507.3 砂岩

敲石 Ⅲ 11.2 254.7 砂岩

敲石 Ⅲ 7.9 砂岩

lit石 Ⅲ 102 87.4 砂岩

磨石 V 105 7559 尾鈴酸性岩
磨 石 V 112 9937 砂岩

磨石 Ⅲ 295.3 尾鈴酸性岩
石皿 233 322 4300 砂岩

石 皿 Ⅲ 13.65 10.5 612.9 砂岩

石 皿 皿 14.9 252 2780 砂岩

756 石皿 V 12.2 4150 砂岩

石皿 Ⅲ 11 9 2720 砂岩

758 石皿 V 197 6.15 2660 堆積岩

軽石製石製品 Ⅲ 8.3 545 2.55 27.3 軽石

軽石製石製品 Ⅲ 702 11.6 軽石

軽石製石製
『

: Ⅲ 10.4 124.1 軽石

762 棒状石製品 0.35 チャート

石錘 1.45 67.6 砂岩

砥 石 Ⅲ 17.2 4500 砂岩

表20 1日 石器時代遺物計測表
番号 器 種 出土地点 長さ(cln) 幅 (cln) 厚 さ (cm) 重さ(g) 石   材 備 考

細石核 流紋岩

766 細石核 SI-9 黒曜石

ナイフ形石器 SA-6 135 頁岩
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第 7章 まとめ

■古代の遺構・遺物について
古代に該当する遺構として竪穴住居跡 1軒・土坑 4基・多数の柱穴を検出した。遺物は各遺構内・

包含層から土師器・須恵器・土製品 0鉄器などが出土した。土師器杯の特徴は底部の切り離しがヘラ

切りであるが、資料の多くにはその後ナデを施している。また底部～口縁部まではほぼ直線的な体部

を呈しており、曲線的な体部を持つものは存在していない。土師器甕は体部外面に叩き目を有するも

のが存在する。当遺跡内の古代の遺構や包含層から出土した土師器はいずれも同様の特徴をもってい

るところから、古代の遺構については時間的に大きな差異はみられないと考えられる。

129の須恵器の耳付き壺は焼成時にひび割れを受け、かなり焼けひずんでいる。しかし、図面上に

て復元したところ (129)、 佐賀県杵島郡北方町の牧古窯跡群に同様の資料が見られ、この窯跡は 9

世紀代に比定されている。また、供膳用の須恵器をほとんど伴っていないこと、少量ではあるものの

黒色土器A類が出土していること、前述の土師器類の特徴などから当遺跡の古代の遺構については 9

世紀後半に位置付けられるものと考えられる。

また、本遺跡から出土した須恵器は破損品 (窯での焼成時に焼けひずみをおこしたものや割れたも

のなど)カリト常に多くみられる。この様な製品を遠方の窯跡から運び込んだとは考えにくい。このこ

とから本遺跡の須恵器は本遺跡から東方向に直線距離にて約 2kmし か離れていない宮崎市の松ヶ迫

窯跡 (群 )か ら運ばれたものではないかと考えられる。

■弥生時代の遺構・遺物について
弥生時代の遺構は竪穴住居跡 5軒・土坑22基・多数の柱穴が検出された。遺物は各遺構内・包含層

から弥生土器・石器 (磨製石鏃とその未製品など)が出土した。

竪穴住居の出土遺物を観察するとSA-2か らは断面がくの字状の口縁部を持つ上げ底の甕及び凹線

文土器の影響を受けた短頸壺・長頸壺が出土している。SA-3か らは断面がなだらかなくの字状を呈

し、単位の細かい刷毛目調整を施した甕が出土しており、本遺跡において新しい様相を示す。SA-4

からは回縁部が逆 L字形の甕・口縁部を肥厚させ、円形浮文を施した多重突帯の壺と共に記号文を施

した壺が出土しており、出土資料に時期幅が見られる。SA-5か らは多重突帯を持つ壺、胴部中央よ

りやや上に最大径を持つ壺が出土している。SA-6か らは下城式土器の回縁部片や日縁部を肥厚させ

た壺の日縁部片などが出土しているが、日縁部が緩やかに外反し、細かい刷毛目調整をほどこす甕が

主体を占め、また免田式長頸壺が出土しており、SA-3と 同様に新しい様相を示している。

以上のように弥生時代の竪穴住居跡については各住居跡全て時間幅のある資料が混在する様相を示し

ており、素直に住居跡の時期を決定することは難しい。住居跡から出土した弥生土器を概観すると中期

後半から弥生時代終末までの資料が出土しているようである。だが、前述した各住居跡の出土資料の様

相からSA-204・ 5とSA-306の 間には時期差が存在するということは指摘できるだろう。

土坑については残念ながらほとんどその性格を把握できるものはなかった。ただしSC-34に つい

ては甕形土器が 1個体完形で出土しており、土坑自体もこの資料が納まる程度の規模であった。この
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ことからこの甕形土器を埋設した施設であったと考えられる。また土坑内から出土した甕については

突帯を巡らすもの・巡らさないもの、中溝式土器などと各種類があるが、断面が L字状またはくの字

状の甕形土器が中心に出土しているという状況であり、竪穴住居跡 (SA-2・ 4・ 5)と 時期的に一

致する資料が多く出土している。

包含層から出土した弥生土器は前述の竪穴住居跡と同じ時期のものが出土している。注目すべき資

料としては384～ 387の 凹線文土器の破片である。同一固体と思われる脚台付き壺の破片で、その施

文方法から安芸地域の凹線文土器の特徴を持つものであると思われる。

■縄文時代後期・晩期について
縄文時代後期に該当する遺構としてはSC-330多 数の柱穴が検出された。本遺構とは時期が異な

るが前述のSC-34と 同様の様相を呈することから、388の深鉢形土器を埋設した施設であったと考え

られる。

柱穴から出土した縄文土器のほとんどが日縁部をやや肥厚させ、貝殻や工具の刺突文を施しており、

388と 同様の特徴が見られる。388も含めこれらの土器は、納曽式土器の範疇に入るものであろう。

包含層から出土した磨研土器はほとんどが浅鉢である。その特徴として回縁部は外反気味に伸び内

外面に 1条の沈線を施すこと、胴部の屈曲が明瞭であることなどがあげられ、晩期前半頃の時期に納

まる資料であろうと思われる。

■縄文時代早期について
須田木遺跡における主体となる時代と遺構は縄文時代早期である。これは過去の削平などによリア

カホヤ層上が撹乱されてきた経緯も要因だと思われ、調査結果上の主体である。

遺構は集石遺構が大半であり、172基を数える。調査区のほぼ全体から検出された。形態的には、

掘り込みを有するものと有さないものに大別され、掘り込みを持つものは、浅いものと深いもの、さ

らに掘り込みの底部に配石を有するものと有さないものに細分される。そしてそれぞれに大きさの差

や内部礫の密度差が存在する。内部礫は円礫で本遺跡下を流れる清武川において採取可能なものであ

るが、被熱により赤化してヒビが生じ、割れているものがほとんどである。

形態的に分類は可能であるが、配石を持つ持たないは抜き取られた可能性を考慮しなければならず、

大きさや内部礫の密や疎は程度の差でしかないことも事実で、これら形態分類については1982年 に大

分県天ヶ瀬町平草遺跡で試みられ、以後基本的にこれに沿った分類が行われているが、明確に時期差

や使用行程に結びついた結果は今のところ得られていない。

本遺跡においては本文中でも述べたとおり集石遺構の集中する傾向も捉えられた。しかしながら形

態毎の分布については第40図のCと Eの集中区については掘り込みの無いタイプの集石遺構の集中が

顕著であり、それ以外のものも掘り込みを有し配石を持たないタイプのみのという傾向を見る事が出

来る以外に明確に捉えることは出来ず、集中部分にいくつもの形態が混在している。そして直径が

1.5mを 超えるような大型の集石は単体で検出されることは無く、形態を異にする集石ととともに群

集する傾向が捉えられている。

この様な中で、特徴的な形態の集石が検出されている。SI-104と 112に代表されるすり鉢状の掘
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り込みを持ち、すばまる底部に配石を有する大型のもので、SI-104、 112は底部の炭化物による放

射性炭素年代測定 (加速器測定)によりそれぞれ8360± 70BP、 8240± 90BPの測定値を示した。関

東地方において山根坂上型とされる集石に大変様相が似ているが、山根坂上型は中期とされており、

内部礫中に焼成時の炭化材が入り込むという特徴もある。時期的にも一致しないものであるが、その

形態の類似は無視できないものと思われ、使用行程など何らかの共通する要因に起因するものと思わ

れる。

SI-104と 112の内部礫の状況は上層で内部が凹み何らかの被熱対象物を取りだした状況を残した

ものと思われる。この部分は礫が疎であり、あきらかに他の礫とは大きさの異なった礫である。大型

ゆえに看取できる状況であると思われ、集石内部礫の充填の差が廃棄後の状況を示している可能性を

示唆した例として注目したい。

集石遺構がその機能を果たす為に礫が必要なことは疑う余地はないが、土はどうなのであろうか。

遺跡から確認される集石遺構の内部状況は礫が密なものと疎なものが存在する。疎なものに関しては、

埋積土中に礫が混在するといった状況であり、すくなくとも自然埋積にせよ人為的にせよ最終段階に

おいて礫と土が同時に混入した状態でないとこの状況は説明できない。密なものは礫と礫は接し、こ

の状況に同時に土の入り込む余地は無く、礫と礫の隙間に埋土が入り込んだ状況を示していると考え

られる。礫を熱することによりその機能が発揮されるなら、熱を奪う土の存在は非効率的であり、最

初に掘り込みの面を覆うように礫が配されたSI-104や 112の状況は加熱効果を上げるために非常に

効果のあるものと思われる。

ポリネシア地方の民俗例のなかで、最後に集石全体を土で覆う場合や、さらに注水を行い蒸しあげ

る場合があるようであり、二次的に土を利用することは否定できないが、加熱時に非効率なことには

違いないと思われる。

疎な状態はこのあと調理の対象物なりを取り出す際にかぶせた土と礫が混在する場合や礫も含めて

取り出し、再度掘り込み内に周囲に散在する土や礫が自然なり人為的に流れ込んだ状況が想像される。

使用後に礫を一部なりすべてなり取り出す可能性は、黒色化した範囲として確認される掘り込みを完

掘してもほとんど礫が含まれない集石や底部に配石のみ確認される集石遺構が存在すること、比熱し

て割れた円礫がその状況を維持せず充填されていることからも想定されることである。また、船引地

区遺跡滑川第 1遺跡SI-39は取り出した上部の礫が一方向から再度内部に流し込まれた状況を残して

いる。

以上の考察から検出される集石遺構で礫同士が接するほど密なもの以外は使用の状況をとどめてい

ないと判断され、加えて配石の有無は使用後の抜き取 りを考慮すると、内部礫が極めて密であり、配

石がない場合は配石をもたないものとして判断できる根拠となろう。

集石遺構以外の早期遺構は土坑である。調査区内からはSC-43と 44の 2基が検出されている。し

かしながら、本文中で説明したとおり遺構自体は検出出来なかったもので、いずれも大型土器片の出

土によりその存在が想定されたものである。

町内におけるこれまでの調査において検出された早期の遺構は集石遺構、炉穴、土坑であるが、土

器を明確に伴う遺構の検出例は極めて少なく、船引地区遺跡群内の坂元遺跡において押型文土器片が

礫中に混在した集石遺構、滑川第 2遺跡において塞ノ神式土器を包含した土坑、滑川第 3遺跡におい
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て桑ノ丸式土器をともなった土坑の 3例のみである。このうち滑川第 2遺跡の例は上層では遺構の存

在は確認できず霧島一小林軽石風化層まで掘り下げた段階で捉えられもので遺構も浅いものであった

が、内部遺物とプラン範囲の上層遺物間の接合が認められている。滑川第 3遺跡例は埋土中に炭化物

が多量に含まれていたことから確認されたものである。

本遺跡の場合も大型土器片の出土によって確認されたもので、遺物の出土が無ければ捉えようのな

いものである。これは土坑だけに限らず、集石遺構についても同じことが言える。本遺跡の集石遺構

中の埋土は他の遺跡に比べ炭化物の混入が少なく、地山との色調差が無い、このため礫の集まりによ

り確認されても、掘り込みの検出が明確に出来ない状況のものが多数存在し、このような状況のなか

でSC-44が確認されている。

町内における遺構の検出についてはアカホヤ層上の遺構はアカホヤ層を、アカホヤ層下の遺構は霧

島一小林軽石風化層を遺構確認面としているが、アカホヤ層と霧島―小林軽石風化層間は約80cm程 あ

り、多数の火山灰層を持つ鹿児島県下と違い、相当深く掘り込まれた遺構でない限り確認は不可能で

ある。加えて本遺跡ではアカホヤ直下の暗褐色土層や小林軽石層が明確で無く、さらに遺構の検出が

難しい堆積を示していた。

早期における遺構としては、「鹿児島県上野原遺跡に代表されるように集石遺構、炉穴、土坑、竪穴

式住居跡というように一応のセットが捉えられている。県内においても田野町又五郎遺跡、芳ヶ迫遺

跡、西都市鴨目原遺跡などで竪穴式住居跡が集石遺構や炉穴などと共に検出されているが、同時性ま

では確定出来ていない。本遺跡をはじめ、町内においては相当数の集石遺構が検出されているにも関

わらず竪穴式住居跡の検出は皆無である。

この要因については、竪穴式住居が存在しなかった。存在するが検出できない。この二通りが想定

されるが、以上の状況を勘案すれば、後者の可能性が高いものと思われる。

この見えない遺構が存在するという問題は、遺物の出土層位による編年に混乱を招き、集石遺構も掘

り込み面では無く、内部礫により確認されている以上、検出高低差による時期差や、遺物分布の重な

りによる同時性に言及することも危険であると言わざるを得ない。

集石遺構の掘り込みもまた遺物包含層への撹乱であり、内部礫の出し入れが何度も行われる状況が

捉えられている以上、集石内からの出土遺物から時期をはじき出すことにも慎重な姿勢が必要であろ

う。

多数の集石遺構が出土すれば、その内在する情報量と裏腹に、記録作業に多大な時間や経費が必要

となり、忙殺されて十分に対峙できないという状況に陥る。この早期調査の普遍的な状況のなかで何

らかの結論を導きだすには、単に可能性を乱発するのではなく、否定できる要因を認識し、精査され

て残った僅かな情報の積み重ねしかないものと思われる。
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清武町、須田木遺跡における放射性炭素年代測定結果

株式会社 古環境研究所

1。 試料 と方法

試料名   地 点・層 準 種  類 前処理 0調整 測 定 法

No l

No 2

No 3

No 3'

No 4

No 4'

No 5

No 6

NQ 7

SI-13 集石遺構内

SI-92 集石遺構内

SI-104 集石遺構内

SI-104 集石遺構内

SI-112 集石遺構内

SI-112 集石遺構内

SI-115 集石遺構内

SI-170 集石遺構内

SC-43 土坑内出土
土器付着炭化物

酸―アルカリー酸洗浄
ベンゼン合成

酸―アルカリー酸洗浄
石墨調整

酸―アルカリー酸洗浄
ベンゼン合成

酸―アルカリー酸洗浄
石墨調整

酸―アルカリー酸洗浄
ベンゼン合成

酸―アルカリー酸洗浄
石墨調整

酸―アルカリー酸洗浄
ベンゼン合成

酸―アルカリー酸洗浄
ベンゼン合成

酸―アルカリー酸洗浄
石墨調整

β線法
(長時間測定 )

加速器質量
分析 (AMS)法

β線法

加速器質量
分析 (AMS)法

β線法

加速器質量
分析 (AMS)法

β線法

β線法

加速器質量
分析 (AMS)法

炭化物

炭化物

炭化物

炭化物

炭化物

炭化物

炭化物

炭化物

炭化物

測定結果

試料名
14c年代

(年BP)
σ13c

(‰ )

補正14c年代
(年BP)

暦年代

交点 (lσ )

測定No

(Beta― )

No l

No 2

No 3

No 3'

No 4

No 4'

No 5

No 6

No 7

9520± 60

8850± 70

7970± 60

8400± 70

8250± 60

8310± 90

7930± 80

8160± 60

8980± 70

-25。 8

-24.6

-29。 3

-27.4

-25。 9

-29。 2

-28.0

-27.6

-26.3

9500± 60

8860± 70

7900± 60

8360± 70

8230± 60

8240± 90

7880± 80

8120± 60

8960± 70

BC8555
(BC8620～ 8465)
BC7950
(BC7990～ 7910)
BC6670
(BC6765～ 6610)
BC7475
(BC7525～ 7335)
BC7265
(BC7310～ 6065)

BC7300
(BC7455～ 7395,
7370～ 7090)

BC6640
(BC6765～ 6580)
BC7040
(BC7075～ 7020)
BC8005
(BC8045～ 7965)

105048

105049

105050

138479

105051

138480

105052

105053

105054
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1)14c年代測定値    .

試料の14c/12c比 から、単純に現在 (1950年AD)か ら何年前 (BP)か を計算した値。14cの

半減期は5,568年 を用いた。

2)σ 13c測定値

試料の測定14c/12c比 を補正するための炭素安定同位体比 (13c/12c)。 この値は標準物質

(PDB)の 同位体比からの千分偏差 (%。 )で表つ。

3)補正14c年代値

σ13c測定値から試料の炭素の同位体分別を知 り、14c/12cの 測定値に補正値を加えた上で算

出した年代。

4)暦年代

過去の宇宙線強度の変動による大気中14c濃度の変動を補正することにより算出した年代 (西暦)。

補正には年代既知の樹木年輪の14cの詳細な測定値を使用した。この補正は10,000年 BPよ り古い

試料には適用できない。暦年代の交点とは、補正14c年代値と暦年代補正曲線との交点の暦年代

値を意味する。 lσ は補正14c年代値の偏差の幅を補正曲線に投影した暦年代の幅を示す。したがっ

て、複数の交点が表記される場合や、複数の lσ 値が表記される場合もある。
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カラー図版2
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